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第36回原産年次大会

準備委員長　児嶋　眞平

第36回原産年次大会

基調テーマ　「国民の理解を求めて一原子力のさらなる発展のために」

　原産年次大会は、エネルギー・原子力の研究開発利用上の重要課題を取り上げ、その解

決策を見出すための指針を得るとともに、国民の理解促進に資することを目的として、原

子力研究開発に携わる関係者のみでなく、一般市民を含めた各分野の方々の参加を募り、

原子力の問題課題、将来展望などについて発表や意見交換、討論を行ってきました。

　本年の第36回大会は、わが国原子力開発当初より多数の原子力発電所や高速増殖炉を

立地し、国の原子力政策に積極的に協力している重要な原子力立地県である福井県からの

開催要請を受けて、敦賀市および福井市で開催することとなりました。また、本年は福井

県嶺南地区の今後の地域発展に向けた重要な年としても位置付けられています。

　わが国の原子力に目を転じると、原子力発電所での運営管理上の問題により損なわれた

社会の信頼を回復し、原子力が本来国民社会に果たし得る役割の実現に向け、関係者の真

摯な取組みが何よりも重要な課題となっています。

　このような状況を踏まえ、今大会は「国民の理解を求めて一原子力のさらなる発展の

ために」を基調テーマとして、プルトニウム利用の意義の再確認、社会の持続的発展と環

境・エネルギーの観点からみた原子力の役割、原子力発電所運転管理における新たな取組

み、世界の高レベル放射性廃棄物処分計画の進展状況などを取り上げ、講演や討論を行い

ます。

　さらに、一般市民にとってより身近な大会を目指し、原子力開発利用と立地地域社会の

関わりを考えるセッションや、敦賀市と福井市それぞれで地域の方々を交え、市民が率直

な意見を交わす場を設けるほか、各種の催しを通して地域との交流を深めることとします。
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第36回原産年次大会プログラム

基調テーマ：国民の理解を求めて　　原子力のさらなる発展のために

開　催　日：平成15年4月14日（月）～17日（木）
場　　所：敦賀大会敦賀市民文化センター・大ホール
　　　　　　　福井大会福井市フェニックスプラザ・大ホール

テクニカルツアー 敦賀大会 福　井　大会
4月14日（月） 4月15日（火） 4月16日（水） 4月17日（木）

受付開始（8：45～） ムセ“シ　’

Aコース 一　二’　セ“シ　ン

　欝本原電敦賀2号機＆

瘠ｷ湾エネルギー研究センター

@　　と敦賀市内見学

　　　（9：30～10：30）

寥ｴ産会長所信表明

尓汕芟ｧ知事挨拶

專ﾖ賀市長挨拶

尅蜑?準備委員長講演

　　　（9：00～9：40）

寥ｴ産会長挨拶

尓ｶ部科学大臣所感

實ﾈ学技術政策担当大臣所感

寥o済産業大臣所感

一　　（9：00～11：30）

帝ｳ実に遷む世界の高レベル

@　廃棄物処分計爾」

@　　［パネル酎論］

Bコース

　サイクル機構・もんじゅ

@　　と敦賀市内見学

bコース

懸（9：40～10：10）

、腰・　　前の立

i10：30～12：00）

　　関西電力大飯発電所と

@　　若狭地方見学

c諏一ス

一　　　（10：10～12：00）

@　「社会の持続的発展一

ﾂ境、エネルギー面での銚戦」

@　　　［講演】

若狭湾エネルギー研究センター

@　　と越前地方見学

　昼食（弁当）

@（12：00～13：30）

iきらめきみなと館）

　昼休み
iU：30ん13：00）

原子力広報女性アドバイザーの会主催

@「若狭おばちゃん劇場」

@　　（12：45～13：10）

搬　　（12：20～玉4：10）

i福井ワシントンホテル）

、脹・　　’の立

一　　（13：GO～15：30）

@　「身近な原子力を

汕芟ｧから考えてみよう」

@　　［パネル射繋］

（13：30～14：30） 福井県女性エネの会主催

@　　「紙芝居」
@　（13：40～14：05）

　レ　1一セ“シ　ン
@　（14：45～17：20）

茶vルトニウム利用の意義を

@　　再確認する」

@　　　［講湊】

一　（14：30～17：30）

u原子力発電所の運転管理

齔Vたな取親み」

@　［パネル酎論］

か、の　・に燃え　ム

（15：40～17：00）

i2階，小ホール）

血　（17：30～19：00）

q気比太鼓などの演奏〉

iきらめきみなと館）

○敦賀市物産展

@15日（火）i1：00～19：30（きらめきみなと館）

の意　熟　の　べ

　　（18：00～20：00）

（プラザ萬象・小ホール）

○福井市物産展

　16日（水）・17日（木）1！：00～17：00（フェニックスプラザ）



《　第1日　4月15日（火）　》

　　　　　　　　　　　　　　　受付開始（8：45～）

　　　　　　　　　　　於敦賀市民文化センター・大ホール

〈敦賀　穴　会〉

　（会場＝敦賀市民文化センター・大ホール）

　　　　　　　　ζオープニングセッション】9：30～10：30

〈議長〉小林庄一郎　（社）日本原子力産業会議副会長

　原産会長所信表明

　　　西澤潤一　　　　　　（社）日本原子力産業会議会長

　福井県知事挨拶

　　　栗田幸雄　　　　　　福井県知事
　敦賀市長挨拶

　　　河瀬一治　　　　　　敦賀市長
　大会準備委員長講演

　　　児嶋眞平　　　　　　福井大学学長

　　　　　　　　【特別講演（午前の部）】1顧0：30～12：00

〈議長〉都甲泰正　　　　　核燃料サイクル開発機構理事長
　「我が国の核燃料サイクル政策」

　　　藤家洋一　　　　　　原子力委員会委員長

　「原子力の平和利用に果たすIAEAの役割」

　　　V．ムロゴフ　　　　　国際原子力機関（IAEA）事務次長
　「原子力発電の将来展開」

　　　A．ローベルジョン　アレバ経営取締役会会長、仏COGEMA社会長兼社長

く昼休み＞12：00～13：30

（12：45～13：30　関西原子力懇談会原子力広報女性アドバイザーの会主催

　　　　　　　　　　　　　　　　「若狭おばちゃん劇場」）
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【特別講演（午後の部）】13：30～14：30

〈議長〉鷲見禎彦　　　　　　日本原子力発電（株）社長

　「台湾の原子力発電開発一その実績と展望」

　　　欧陽敏盛　　　　　　　中華核能学会会長

　「高速増殖原型炉『もんじゅ』に係る高裁判決について」

　　　薦田康久　　　　　　経済産業省原子力安全・保安院審議官（核燃料サイクル担当）

【プレナリーセッション】14：45～17：20

「プルトニウム利用の意義を再確認する」

〈議長〉三宅正宣　　福井工業大学学長
　「エネルギー資源論からみたプルトニウム利用の意義」

　　　内山洋司　　　　　　筑波大学機能工学系教授
　「『ふげん』から『もんじゅ』へ」

　　　中神靖雄　　　　　　核燃料サイクル開発機構副理事長

　「米国の第4世代・先進的燃料サイクルイニシアチブ」

　　　W．マグウッド　　　米国エネルギー省（DOE）原子力エネルギー科学技術局長

　「フランスのプルトニウム民生利用戦略」

　　　J．ブシヤール　　　　フランス原子力庁（CEA）原子力開発局長
　「ロシアの燃料サイクルと核解体余剰プルトニウム処分」

　　　V．コロトケビッチ　　ロシア原子力省（MINATOM）核燃料サイクル局長

【レセプション】17＝30～19：00

（会場：きらめきみなと館）

ζ市民の意見交換の夕べ】18＝00～20：00

（会場：プラザ萬象・小ホール）

〔司会〕五十嵐智恵

〔コーディネーター〕

　　　森　一久

〔コメンテーター〕

　　　青山喬

　　　坂本美千代

フリーアナウンサー

（社）日本原子力産業会議副会長

滋賀医科大学名誉教授

敦賀女性エネの会会員
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中島篤之助

橋詰武宏

元中央大学教授

福井新聞論説委員長 ほか大会関係者

《　第2日　4月16日（水）》

〈福　井　大　会〉

（会場：福井市フェニックスプラザ・大ホール）

【開会セッション】9：00～9：40

〈議長〉新木富士雄
　原産会長挨拶

　　　西澤潤一
　文部科学大臣所感

　　　遠山敦子
　科学技術政策担当大臣所感

　　　細田博：之

　経済産業大臣所感

　　　平沼脚夫

北陸電力（株）社長

（社）日本原子力産業会議会長

文部科学大臣

科学技術政策担当大臣

経済産業大臣

【特別講演】9：40～10：10

〈議長〉西澤潤一　　（社）日本原子力産業会議会長

　「原子力施設の安全確保に求められるもの」

　　　　　　　　　　　　　　原子力安全委員会委員長

〔セッション1】10：10～12：00

「社会の持続的発展一一環境、エネルギー面での挑戦」

〈議長〉森鳥昭夫　　（財）地球環境戦略研究機関理事長

　「わが国のエネルギー安全保障と環境保全」

　　　甘利明　　　　　　　衆議院議員、自由民主党エネルキ㌧総合政策小委員会委員長

　「社会の持続的発展のために電気事業が果たすべき使命」

　　　藤洋作　　　　　　　電気事業連合会会長

5



「中国の原子力開発と持続的発展に果たす原子力の役割」

　　　馬鴻琳　　　　　　　中国国家原子能機構秘書長

　「環境問題を消費者の立場から考える」

　　　井上チイ子　　　　生活情報評論家

＜昼休み＞12：00～14：30

（！3：40～14：05　福井県女性エネの会主催「紙芝居」）

【午餐会】12：20～14：10

〈司会〉西澤潤一

（会場：福井ワシントンホテル「天山の間」）

　（社）日本原子力産業会議会長

〔会食〕

〔特別講演〕

　「二つの平和について一日本的文化と構造改革」

　　　山折哲雄　　　　　　国際日本文化研究センター所長

【セッション2】14：30～17：30

「原子力発電所の運転管理一新たな取組み」

〈議長〉近藤駿介　　東京大学大学院工学系研究科教授
〔基調講演〕

　「わが国原子力発電所運転管理の直面する課題とその対応策」

　　　近藤駿介　　　　　　　（同上）
〔パネリスト〕

　　　M．コミスキー　　　　米国原子力エネルギー協会（NEI）渉外担当上席理事

　　　佐々木宜彦　　　　　　経済産業省原子力安全・保安院長

　　　N．ディアス　　　　米国原子力規制委員会（NRC）委員
　　　飛田恵理子　　　　　　東京都地域婦人団体連盟生活環境部副部長

　　　松村　洋　　　　　　　関西電力（株）取締役原子力事業本部副本部長

《　第3日　4月17日（木）》

（会場＝福井市フェニックスプラザ・大ホール）
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【セッション3灘9：00～11：30

　　　　　　　　　「着実に進む世界の高レベル廃棄物処分計画」

〈議長〉中村政雄　　科学ジャーナリスト
〔基調講演〕

　「世界の高レベル放射性廃棄物処分計画一国際的観点で得られた教訓」

　　　Y．ルバルス　　　　　仏放射性廃棄物管理庁（ANDRA）会長
　「日本における高レベル放射性廃棄物処分への取り組み」

　　　外門一直　　　　　　原子力発電環境整備機構理事長
〔パネリスト〕

　　　T．エイカス　　　　フィンランドPOSIVA社技術担当本部長
　　　T．カールション　　スウェーデン前オスカーシャム市長

　　　竹内舜哉　　　　　　原子力発電環境整備機構理事

　　　A．リーシング　　　　欧州原子力学会（ENS）副会長

　　　Y．ルバルス　　　　前出

＜昼休み＞11：30～13：00

【セッション4】13：00～15：30

「身近な原子力を福井県から考えてみよう」

〈議長〉神田啓治
〔パネリスト〕

　　　天野寿美恵
　　　菊池三郎
　　　木村逸郎
　　　中川英之
　　　橋詰武宏
　　　平尾泰男
　　　町田　　明

エネルギー政策研究所所長、京都大学名誉教授

福井県女性エネの会理事

核燃料サイクル開発機構理事

（株）原子力安全システム研究所技術システム研究所長

福井大学工学部長

福井新聞論説委員長

放射線医学総合研究所顧問

（財）若狭湾エネルギー研究センター専務理事

【市民からの質問に答える会】15＝40～17：⑪0

（会場：福井市フェニックスプラザ、2階、小ホール）

〔司会〕石山素子

〔コーディネーター〕

　　　森　一久

〔コメンテーター〕

フリーアナウンサー

（社）日本原子力産業会議副会長
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中島篤之助

橋詰武宏
山田　寿子

A．リーシング

元中央大学教授

福井新聞論説委員長

福井県女性エネの会理事

欧州原子力学会（ENS）副会長 ほか大会関係者

以　上
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4月15日（火）

〈敦賀大会〉

オープニングセッション（9130－10：30）

議長：小林庄一郎　　（社）日本原子力産業会議副会長



福　　井　　県　　知　　事　　挨　　拶

福井県知事　栗田　幸雄

　本日ここに、第36回原産年次大会が本県において盛大に開催されるに当たり、一

言お祝いを申し上げます。まず、国内はもとより世界各国から本県に遠路お越しいた

だきました皆様方に対し、福井県民を代表いたしまして心から歓迎を申し上げます。

　また、お集まりの皆様方には、原子力の平和利用や調査研究など原子力開発利用上

の重要な問題について熱心に取り組まれておりますことに、深く敬意を表する次第で

あります。

　本大会は、『国民の理解を求めて　　　原子力のさらなる発展のために』を基調

テーマとして、昨日からのテクニカルツアーを含め4日間にわたり、敦賀市と福井市

で幅広くセッションが行われますが、権威あるこの年次大会が原子力発電所の立地県

である本県において開催されますことを心からお礼を申し上げます。

　ご承知のとおり、福井県には、研究開発段階の原子炉である高速増殖炉「もんじ

ゅ」を含めて15基の原子力発電所が立地しており、全国の原子力発電量の約4分の

1、関西圏での使用電力の半分以上を県内の原子力発電所から送電しており、国のエ

ネルギー政策、原子力政策に大きく貢献しております。

　本県はこれまで、第一に安全性が確保されること、第二に地域住民の理解と同意が

得られること、第三に地域に恒久的福祉がもたらされることの三原則を基本として、

常に県民の立場に立って、一つひとつ慎重に取り組んでおります。しかしながら、平

成7年の「もんじゅ」ナトリウム漏れ事故をはじめ、国民、県民の不信感、不安感を

高める事故やトラブルが多く発生しております。

　特に、昨年の東京電力株式会社における自主点検作業記録の不正問題等により、原

子力の安全規制に対する国民、県民の不信感が高まっておりましたが、さらに本年1

月に、名古屋高等裁判所金沢支部の「もんじゅ」に係る控訴審において、昭和58年

の原子炉設置許可を無効とする判決が出され、国民、県民の間に大きな動揺、不安が

広がっております。

　国におきましては、国民、県民から信頼される安全規制体制を確立するとともに、

高速増殖炉サイクル技術開発の意義や「もんじゅ」の位置付けと果たすべき役割につ

いて、国民や県民の理解が得られるよう、さらに積極的に取り組む必要があると考え

ております。

　平成7年12月から運転を停止している「もんじゅ」につきましては、名古屋高裁

の判決を真摯に受け止め、今後の国の対応を含め、その推移を注意深く見守るととも

に、県が独自に設置している「もんじゅ安全性調査検討専門委員会」の結論を踏まえ、

県民の立場に立つで慎重に対処してまいります。

　また、地球温暖化対策として重要な電源である日本原子力発電株式会社敦賀発電所

3、4号機の増設計画につきましては、安全確保対策や地域振興等に対する国や事業

者の取組み、県議会における議論、地元敦賀市の意見等を総合的に判断したうえで、

国の電源開発基本計画に組み入れることに同意するとともに、日本原子力発電株式会
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社に対し、安全協定に基づき事前了解を行いました。今後とも、安全確保対策や地域

振興等に対する国や事業者の取組みを県民の立場に立って十分確認してまいります。

　関西電力株式会社高浜発電所3、4号機のプルサーマル計画につきましては、平成

11年6月に、その安全性と必要性を慎重に確認し、安全協定に基づき事前了解いた

しましたが、装荷予定のMOX燃料の品質保証用データに不正があったことから計画

が中断しております。

　今後、関西電力が新たに燃料を製造する段階で、品質保証体制を確立し、国民、県

民の信頼回復に積極的に取り組む必要があると考えております。さらに、原子力を巡る

課題として、電源三法交付金や核燃料税等による立地地域の振興や広域的・総合的な発

展を図るための高速交通体系の整備を進める必要があります。

　原子力発電所の立地地域である本県嶺南地域では、先月9日、舞鶴若狭自動車道の

舞鶴東・小浜西間24．5キロメートルが福井県内の区間としては初めて開通し、残

る小浜西・敦賀間の50キロメートルの早期完成が待たれております。

　また、先月15日には、ここ敦賀市と京都府舞鶴市の東舞鶴を区間とするJR小浜

線が電化開業いたしました。これら交通網の整備によって、墨黒地域の交流人口が飛

躍的に増大することを期待いたしておりますが、この機会をとらえ同地域の更なる発

展を期するため、現在、県、市町村、民間が一体となって「若狭路博：2003」を

開催しております。

　そのメインイベントとして、　「水と炎の千年祭」をテーマに9月14日から10月

13日までの30日間、小浜市をメイン会場に嶺南8市町村と連携し、海や祭りに代

表される碧南地域の豊かな自然、歴史や文化、味覚など若狭路の魅力を全国の皆様に

十分に味わっていただきたいと思っておりますので、皆様のご来場を心からお待ち申

し上げます。

　また、本県は、‘越前”の美しい山並みと“若狭”の美しい海を有していることか

ら「越山若水」といわれており、　「東尋坊」、　「三方五湖」などの美しい自然や「永

平寺」、　「朝倉氏遺跡」などの名所旧跡にも恵まれた地であります。

　明日からの会場となる福井市は、現在、NHKで放映されております大河ドラマ

「武蔵」でもお馴染みの剣豪佐々木小次郎が秘剣「つばめ返し」を編み出した地と伝

えられております。

　ぜひ、この機会に足を運んでいただき、豊かな自然と歴史のロマン、そして文化に

触れていただければ幸いであります。

　なお、本大会のプログラムのなかに、原子力広報女性アドバイザーの会による「若

狭おばちゃん劇場」と福井県女性エネの会による紙芝居「あかりとみらいの話」を入

れていただいております。

　また、県内中学校への出張講義や県内の学校の先生との懇談会も実施されると伺っ

ており、これらにより原子力の専門家が集う原産年次大会が一般の方も参加し、より

開かれた会議となることを期待しております。

　国民合意を形成するためには、国民一人ひとりがエネルギーや原子力の将来につい

て真剣に考え、しっかりと理解する必要があり、そのためには、学校教育や社会教育

といった場において、国民、県民の視点に立った創意工夫に溢れた様々な取組みが必

要であると考えております。

　今回の試みをこの大会に留めることなく、国や原子力関係者において、今後の原子
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力政策、エネルギー政策に活かしていただくことを切に願うものであります。

　終わりに、この「第36回原産年次大会」が、全ての人々がエネルギー問題に関心

を持ち、エネルギー政策への国民の一層の理解を得られる実り多い場となることをご

期待申し上げますとともに、西澤会長をはじめご参加の皆様方が今後ますますご健勝

でご活躍されますことを心から祈念申し上げまして、歓迎のことばといたします。
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敦：賀市長挨拶要旨

敦賀市長　河瀬一治

　「世界とふれあう港まち・魅力あふれる交流都市　敦賀」において、第36回原産年次

大会が開催されることを、心より歓迎申し上げます。

　ここ敦賀市は、古くから海陸交通の要衝として大陸の文化を受け入れ、環日本海地域の

玄関口として発展してきており、「貿易・海運・交通産業」や「漁業・海産物加工産業」、

また、国のエネルギー政策に大きく貢献している「エネルギー産業」などバラエティに富

んだ産業が生きついております。また、日本三大松原のひとつ「気比の松原」や、日本三

大鳥居のひとつがある「気比神宮」など名勝も多く、自然に恵まれた風光明媚な土地であ

り、日本有数の美しく住みやすい町と経済情報誌等でも評価されているところであります。

　敦賀市と原子力の関わりは、昭和37年の原子力発電所誘致決定以降、約40年の長い

歴史がありますが、その間に4基の原子力発電所が建設されており、4基いずれも炉型が

異なるという、世界でもめずらしい原子力立地都市であります。また、現在は日本質量㈱

敦賀3・4号機増設に向け手続きが進められているところでもあり、原子力発電所につい

ては、先駆的な役割を果たし、我が国のエネルギー政策に多大な貢献をしている自治体と

自負しているところであります。

　敦賀市は、原子力発電所の安全確保を大前提として、国のエネルギー政策に協力し、も

って地域の振興・住民福祉の向上を図ることを基本方針としています。地域と原子力が共

存共栄し、「原子力発電所があってよかった」といえる街づくりを目指しています。昨年1

2月には、敦賀きらめき＾温泉「リラ・ポート」がオープンし、すでに多くの方々にリラ

ックスして頂いておりますが、今後とも、活力と希望に満ち、安全で安心して快適に暮ら

せる街づくりを進め、全ての市民が生きる喜びを感じ、誇りと愛着の持てる敦賀市を創造

して参る所存でございます。

　さて、昨今の原子力を取り巻く状況は、大変厳しくなっており、原子力事業者自体のモ

ラルを確立し、国民の信頼回復を図ることが急務であります。このような中で、今大会が

「国民の理解を求めて一原子力の更なる発展のために」をテーマに敦賀市で開催されるこ

とはタイムリーで適切な企画であります。敦賀市をはじめとして原子力立地地域の願いは、

安全確保を第一義に全国民から、国のエネルギー政策に協力・努力していることに、「理解

と感謝」が示される社会環境が実現されることであります。今大会によって、原子力に対

する理解が促進し、立地地域の願いを実現される上で実り多い大会となることを期待申し

上げる次第であります。

　最後に、御参会の皆様方の益々の御健勝と御活躍を心より祈念申し上げまして、私の挨

拶とさせていただきます。
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大会準備委員長講演　要旨

福井大学学長　児嶋　眞平

　第36回原産年次大会の福井開催にあたり、プログラム編成の目標を説明する。

　原子力エネルギーに関する日本の基本政策や、欧米やアジアの原子力に対す

る姿勢について、最新の情報を知ることにより、21世紀のエネルギー問題を地
球的視点で理解し考察する。

　福井県敦賀市にある新型転換炉「ふげん」は、MOX燃料を燃やしつづけて、

本年3月末に、運転を停止した。「ふげん」と「もんじゅ」の地元である敦賀大
会で、「ふげん」の実績を充分に総括評価し、プルトニウムを利用する核燃料サ

イクルと高速増殖炉「もんじゅ」の意義を再確認する。

　福井大会では、まず、政府関係者から日本のエネルギー政策における原子力

発電の位置づけを明確に表明してもらう。次いで、原子力発電の安全管理と放

射性廃棄物処理について、原子力産業当事者に深く広く討論してもらい、原子
力産業界の共通理解と強い結束をめざしたい。

　福井県内の原子力産業関係者や原子力と深い関わりのある機関や団体が、ど

のように当面の課題に取り組んでいるかを広く知ってもらい、併せて、市民と
の意見交換や質問に答える場を設けて、原子力についての市民の知識と理解を
一層深めてもらうことをめざす。

　さらに平成13年7月に「福井県もんじゅ安全性調査検討専門委員会」を福井
県が独自に設置した。この委員会は、県民の立場から「もんじゅ」の安全性に

ついて、科学技術的に、客観的に、徹底的に考察するもので、公開で毎月一回

開催してきた委員会の調査検討経過を説明する。
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4月15日（火）

　　　　　　　　　　　　　　　特別講演

　　　　　　　　　　（午前の部　10：30－12：00）

　　　　　議長：都甲　泰正　核燃料サイクル開発機構理事長

　　　　　　　　　　（午後の部　13：30－14：30）

　　　　　　議長：鷲見　禎彦　日本原子力発電（株）社長



特別講演
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自治体と必要に応じて話し合いを持ちたいと考えて
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　　　　　　　　　　特別講演

原子力の平和利用に果たすIAEAの役割

国際原子力機関（IAEA）事務次長　V．ムロゴフ
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特別講演

原子力発電の将来展開

アレバ経営取締役会会長、仏COGEMA社会長兼社長　A．ローベルジョン

　将来のエネルギーの選択について議論するために、現在、フランス全土で一

連の公開討論が行われている。この全国規模の討論の後、フランス政府は、本

年秋に、この重要な分野の長期の方針を議会に提示する予定である。

　エネルギーは、地球全体の問題である。エネルギーを利用しなければ、発展

はない。今日、60億の人が毎年、石油換算で100億メトリックトンのエネルギ
ーを必要としている。このエネルギーの80％以上が、現在、化石燃料（石炭、

石油、天然ガス）の燃焼によって供給されている。私たちは今後、増加する世

界の人口にエネルギーを適切に提供すると同時に、化石エネルギーの利用によ

り生じる気候変動を抑える必要がある。世界のエネルギーミックスのなかで原

子力発電の割合を増やさないで、その解決策は得られない。原子力発電は今日、

世界の一次エネルギーの6．5％を供給している。もし、持続可能な発展を実現す

るうえで、原子力発電が十分な役割を果たすことを望むなら、その割合をさら
に高める必要がある。

　東アジアの原子力は成長を続けている。米国においては、原子力の再生の兆

候が次第に明白になってきた。ロシアは、原子力発電所の建設作業を再開して

おり、その輸出事業は非常に盛んである。欧州だけが種々雑多であり、フィン
ランドとスウェーデンからは良い知らせが、ベルギーからは悪い知らせが届い

ている。チェルノブイリ原子力発電所の事故以来、いかなる重大な原子炉事故

も起きておらず、原子力発電所の稼働率は劇的に改善された。

　今日、全ての原子炉メーカーは、発電事業者の最新の要求仕様に適合する商

用原子炉を提案している。典型的な例は、フラマトムANP社が設計した欧州加
圧水型炉（E：PR）である。　EPRは、安全レベルが非常に高いにもかかわらず、

非常に高いコスト競争力も要求される。また、第4世代国際フォーラム（GIF）

が検討中のほとんどの将来原子発電システムは、核燃料のリサイクル実施を基

本にしている。したがって、コジェマ社が行っているように、再処理およびリ

サイクル技術を改良し続けることは重要である。

　使用済み燃料の再処理によるプルトニウムのリサイクルと組み合わせた、高

放射能で長寿命の廃棄物の適切な処理の組み合わせが、現在における最善の解

決策であると私たちは確信する。しかし、マイナーアクチニドの分離・消滅処

理をはじめとする高度な方法について、国際的な研究開発を追究すべきである。
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フランスでは、議会が2006年までに、どのような処分方法を実施するか決定す
る必要がある。

　政治的意思とパブリック・アクセプタンスがあれば、原子力の再生に向けて

すべてが整ってくる。

　パブリック・アクセプタンスを得るには、対話を改善する必要がある。原子

力は、人類のエネルギー要求に対する唯一の解決策ではないが、おそらく原子

力なしで解決策は得られないことを、われわれは説明すべきである。今日およ

び将来の原子炉が、チェルノブイリ発電所よりずっと安全であることを説明す

る必要がある。高レベル放射性廃棄物に関連するリスクは、われわれが日常生
活で好むと好まざるとにかかわらず受け入れているリスクより、何桁も低いこ

とを説明する必要がある。不可逆的な気候変動のリスクが、大局的には、原子
力開発のリスクよりずっと大きいことを説明する必要がある。
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特別講演

台湾の原子力発電開発一その実績と展望

中華核能学会会長　欧陽敏盛

　台湾におけるエネルギー資源は非常に乏しく、燃料源の95％以上が外国から輸入され

ている。原子力が不可欠になったのは、その燃料を比較的簡単に輸送でき、貯蔵がコンパ

クトであり、価格が経済的だからである。台湾での原子力発電所の建設は70年代初めに

始まった。商業運転は、金山原子力発電所、国聖原子力発電所、および馬鞍山原子力発電

所でそれぞれ1978年、1981年、および1984年に開始した。台湾の電力生産に
おける原子力発電の割合は、1984年に50％近くに達し、ピークに至ったが、その後

下降状態となり2002年には約20％に落ち込んだ。
　今回の講演では最初に、台湾におけるエネルギー資源および電源構成について述べる。

それから台湾での原子力発電の現状を説明し、近年における原子力発電所の実績について

述べる。ここでは1984年から2002年までの、原子力発電所の電力供給量、稼働率、

報告義務のある事象の報告、スクラム発生件数、および低レベル放射性廃棄物の固体化状

況について発表する。年を経るにつれて漸次改善が見られることが統計で示されている。

放射性廃棄物処分プログラムの現状についても説明する。最後に、台湾における原子力の

展望についてお話しする。検討する項目は、原子力に関する新しい政策、発電所運転開始、

運転停止、廃炉を含む原子力安全に関する法律・規制などである。原子力の安全性を高め

る努力についてもお話しする。
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特別講演

高速増殖原型炉「もんじゅ」に係る高裁判決について

経済産業省原子力安全・保安院審議官（核燃料サイクル担当）

　　　　　　　　　　　薦田　康久

　核燃料サイクル開発事業団が福井県敦賀市に建設中の高速増殖原型炉に対して国

が1983年に行った原子炉設置許可処分に対する無効確認訴訟の判決が去る1月2
7日名古屋高等裁判所金沢支部で出された。判決の結果は、控訴人（原告側）の主

張を認め、設置許可を無効と判示するものであった。国は、1月31日、この判決
を不服として、最高裁判所に上訴した。

　判決のポイントは以下の4点である。

　1．今回の判決では、明白な違法がなくても、許可処分を無効とできるとした。

　　国は、設置許可を無効とするには、重大かつ明白な違法があることが必要と
　　主張している。

　2．今回の判決では、安全審査には二次系ナトリウムが存在する部屋の床ライ

　　ナの腐食について考慮していなかった点で過誤・欠落があるとした。国は、

　　新しく知見の得られた腐食反応を考慮しても、床ライナの健全性の確保は可
　　能であり、安全審査に誤りはない、と主張している。

　3．今回の判決では、蒸気発生器におけるナトリウム水反応による高温で伝熱
　　管の強度が低下して内圧により破裂する現象（高温ラプチャ現象）を考慮し

　　なかった点が審査の過誤・欠落であるとした。国は、ナトリウム水反応が起

　　きても、これを検知し、貼出管の内部の水を抜くシステムとなっているので、

　　高温ラプチャを考慮しないで事故評価を行ったことに不合理な点はない、と

　主張している。

　4．　「技術的には起こるとは考えられない事象」に関し、今回の判決では、審

　査において感度解析の結果を確認しなかったことが過誤・欠落であるとした。

　　国は、現実に想定しうる条件とは関係なく計算コードの特性の確認のために

　行った解析は安全性の評価に用いる必要はないものであるから、審査には過
　　誤・欠落はなかった、と主張している。

今回の判決は、原子炉施設における多重防護の考え方を無視し、仮定に仮定を重

ねた上で、危険性が否定できないとして設置許可を無効と判断したものであり、

国として納得できるものではないと考えている。
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4月15日（火）

プレナリーセッション（14：45－17：20）

議長：三宅　正宣　福井工業大学学長

プルトニウム利用の意義を再確認する

　わが国は、ウラン資源有効利用の観点から核燃料リサイクルを原子力政策の

根幹に据えてきたが、リサイクルにより得られるプルトニウム資源については、

海外で多くの実績がある軽水炉でのMOX燃料利用でさえも、社会的要因等に

より当面の実施に見通しが立っていない。こうした状況で、原子力関係者は核

燃料リサイクル政策の実現に向け、あらためてその意義を確認したうえで、国

民理解を得ることが重要となっている。

　このセッションでは、敦賀地域に立地するプルトニウム利用施設（「もんじゅ」

「ふげん」）を取り上げ、その開発意義や役割を再確認する。とともに、核燃料

リサイクルにおける世界的な主流となっているプルサーマルや、解体核兵器か

らの余剰プルトニウムの有効利用について国内外の取組みを紹介しながら、わ

が国が掲げるプルトニウム本格利用の意義について、エネルギー資源論、技術

開発論などの観点から、あらためて検証する。
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エネルギー資源論からみたプルトニウム利用の：意義

筑波大学機能工学系教授　内山　洋司

　エネルギー資源には化石燃料、原子力、再生可能エネルギーの3種類がある。

社会で使われている動力装置は、風、水、水蒸気など流体が持つ運動エネルギ
ーを利用してタービンを駆動し回転運動に変換している。作動流体には空気、

水、蒸気などがあるが、単位面積あたりの動力は、作動流体の流速の3乗と密
度の積に比例している。その理論動力は、風速が毎秒20mの風力に対して、100m

の有効落差をもつ水力は8，400倍、超々臨界圧の蒸気は46万倍になる。蒸気や

高温ガスを発生するには燃料が必要で、その主要なエネルギー源が化石燃料で

あり原子力である。工業社会を支えていくためには、エネルギー密度の高い化
石燃料や原子力が不可欠となる。

　化石燃料の資源量は、確認埋蔵量で石油がLO5兆バレ・ル、天然ガスが150兆

立方メートル、石炭が9，800億トンと推定されており、未確認埋蔵量としてさ

らに4～5倍の追加資源の存在が期待されている。その総資源量は石油に換算す

ると36．6兆バレルにもなる膨大な量である。もし世界が将来のエネルギー需要

に対して現在と同じ割合で化石燃料に依存し続けたとすると、その膨大な資源

も23世紀の中葉には供給不足に陥ることになる。人類は古生代や中生代に太陽

エネルギーによって1億年以上もかけて蓄積された化石燃料をわずか500年程
度で使い果たそうとしている。その短い期間にすべての化石燃料を燃焼して窒

素酸化物や硫黄酸化物、そして温室効果ガスである二酸化炭素を大気中に放出

しようとしている。このままでは大気汚染や温暖化が地球規模で進行していく

ことは避けられない。地球規模の環境問題を解決し、世界が必要とするエネル

ギーを安定に供給していくためには原子力開発は不可欠である。

　世界のエネルギー需要は増加の一途を辿っている。国際エネルギー機関（IEA）

の予測によると、世界の一次エネルギー消費量は2030年まで年率1．7％の割合

で増加し、2030年には現在の1．66倍になる。その中でアジア地域は、経済成
長と人口増加によってエネルギー需要が最も急増している地域である。この地

域のエネルギー需要は2000年現在、世界の20％（日本を除く）を占めており、

IEAの予測によると今後も年率2．7％の割合で増加し続け、2030年には2．3倍
にまで増大し世界全体の27％を占めるという。そしてその需要の9割近くは化

石燃料によって供給されるという。アジア地域は、化石燃料の資源量が一人あ
たりでみると最も少ない地域である。またエネルギー供給の基盤施設整備は、

欧米に比べて遅れており脆弱な状態にある。これからは欧米のように天然ガス

の利用拡大を図ることに加えて、化石燃料の代替エネルギーとなる原子力の基

盤施設を整備していくことが望まれる。また原子力から安定したエネルギーを

得るためにはプルトニウムの利用が不可欠となる。プルトニウムの平和利用と

安全性を確保する技術開発を、化石燃料にまだ余裕がある今から図っていく必
要がある。
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「ふげん」から「もんじゅ」へ

核燃料サイクル開発機構副理事長 中神　靖雄

　人類の持続的な発展にはエネルギーの確保が不可欠である。特に、21世紀におい

ては、発展途上国等での人口増や生活レベルの向上から、世界のエネルギー需要は
確実に増大する。エネルギー資源に乏しい我が国として核燃料サイクルを確立し、
プルトニウム及びウランを有効利用することは、我が国の原子力政策の基本的な考
え方である。

　その第一歩として新型転換炉原型炉「ふげん」の自主開発が、1967年10月の動
力炉・核燃料開発事業団（核燃料サイクル開発機i構の前身）の発足とともに本格的

に開始され、1970年12月に建設着工、1978年3月20日に初臨界達成、1979年3
月20日より本格運転を開始した。その後、25年間の安定・安全運転を行い、発電
プラントとしての技術的成立性を実証するとともに、国産炉としてプルトニウム利
用の先駆的役割を果たした。

　「ふげん」では、初臨界以来772体のMOX（ウラン・プルトニウム混合酸化物）
燃料（プルトニウム量：約1．9t）を装荷しており、単一の熱中性子炉としては世

界最大のMOX燃料利用実績（世界の総MOX燃料装荷体数の約1／5）をあげ、世
界に先駆けプルトニウムを本格的に利用してきたと言える。また、国内の軽水炉使
用済燃料を再処理して回収したプルトニウム、ウランのリサイクル、「ふげん」の

使用済MOX燃料から回収したプルトニウムを再び「ふげん」に装荷し、核燃料サ
イクルの輪を完結するなど、核燃料サイクルを先行的に実証した。
　「ふげん」でのプルトニウム利用実績並びに核燃料サイクル技術の実証は、国内
外のプルトニウム利用に対する理解を深めることに大きく貢献し、それを支えるプ
ルトニウム燃料開発・製造技術、再処理技術などの核燃料サイクル技術とともに、
総合的な原子力利用技術の前進をとげ、次の高速増殖炉開発の礎を築いている。

高速増殖炉サイクル技術は、ウランの利用効率を数十倍に高めることができ、ま

た、発生する高速中性子を効果的に使うことにより、エネルギーを生産しつつ、廃

棄物の量と毒性を減らすこと（環境負荷低減）が可能であり、高速増殖炉サイクル

技術を実現してこそ、21世紀以降の人類の持続的な発展に必要なエネルギーを確保

しつつ、環境問題への貢献が可能となる。

　我が国の21世紀に亘る原子力発電の導入予測を基に、ウランの消費量やプルト

ニウムバランス、高レベル廃棄物等を総合的に勘案すると、高速増殖炉の本格的導

入は2030年頃からと想定され、それまでに技術の実用化が必要と考えている。実

用化にあたっては、安全性、経済性、環境負荷低減、供給安定性、核不拡散性夫々

の達成目標を掲げ、それらを実現する可能性の高い技術を研究開発していくことが

必要である。また、常に社会ニーズや社会的受容性の観点からの評価も重要であり、

定期的に外部評価を受けながら研究開発を進めている。

　高速増殖原型炉「もんじゅ」は、優れた高速炉の特性を実用化に近い規模で実証
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することができる貴重な場であり、「もんじゅ」を早期に立ち上げ、ナトリウム技

術を確立し、発電炉としての信頼性の実績を積みながら、「原型炉」本来の目的で

ある増殖性等の基本性能の確認を行うことが必要である。

　また、その後は速やかに、①プルトニウム蓄積量の調節、②超ウラン元素の燃焼

等の環境負荷低減を実証する等、「実用化戦略調査研究」で追求する世界の最先端

技術を実証することがその役割となる。

　したがって、「もんじゅ」の研究開発を中断することなく前進していくことが、
我が国のエネルギー問題と環境負荷低減、そして世界をリードする科学技術立国の
一翼を担っていくことになると確信している。
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　　　　米国の第4世代・先進的燃料サイクルイニシアチブ

米国エネルギー省（DOE）原子力エネルギー科学技術局長　W．マグウッド
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フランスのプルトニウム民生利用戦略

フランス原子力庁（CEA）原子力開発局長　J．ブシヤール

　この2年間、原子力エネルギーの未来を確信する10力国は、将来の原子力
システムの設計と開発に共同で取り組んできた。国際的に強固な合意のもとに、

いくつかの将来性のあるコンセプトが最近、明確な目標とともに特定された。

こうした第4世代の原子力システムは、第2、第3世代原子炉がもつ経済性と
安全性の長所を継承しながら、さらに持続可能な目的にかなったものである。

とくに廃棄物の素直化と天然資源の有効活用がこれらシステムの重要な特徴と
なっている。具体的には、使用済み燃料の処理、（使用済み燃料の一部としての）

長寿命核種（アクチニド）の再利用、高速炉の運転、燃料としてのプルトニウ
ム利用を意味する。

　完結した燃料サイクルによるアクチニドのマルチ・リサイクルや、長期間に

及ぶ放射毒性を持った核種の核変換という包括的な管理によって、ウラン資源

の利用は10倍に拡大される。また、使用済み燃料の貯蔵所の設置箇所を大き
く減らすことができることに加えて、最終的に残る廃棄物の管理戦略も最良の

ものを選ぶことができ、さらに核変換によって長期間に及ぶ放射毒性（の期間）

を短縮することもできるとみられる。こうしたことは明らかに、原子力エネル
ギーの長期開発とパブリックアクセプタンスにとって重要な点である。

　第4世代原子力システムが、2030年以降の実用化を想定しているからと
いって、次世代型原子炉を無視しているわけではない。近々に導入されるとみ

られる原子炉は、既存の原子炉の経験を活かした改良型（advanced）原子炉で

ある。欧州加圧水型炉（EPR）を例にすると、60年間の長寿命化、稼働率
の向上、10％の発電コスト軽減が見込まれている。これらは明らかに経済性
の改善である。また、安全面を見ても、①シビアアクシデントの発生率の低減、

②極めて起こりえない状況下でのサイト外への影響の最小化一一という2つの
戦略を目標としているほか、燃料サイクルでもいくつもの改善が実施される。

例えば、EPRはマルチ・リサイクル計画によって、プルトニウムの在庫量を
よりょく管理するために、幅広い改良型MOX燃料を利用することが想定され
ている。

　もちろん、現在の原子力産業界のことを忘れてはいけない。フランスで現在、

運転中の58基の原子力発電所は、国内の総発電電力量の75％を供給してい
る。その結果、フランスのエネルギー自給率は50％にのぼり、国民1人当た
りの二酸化炭素排出量は欧州諸国の中で最も少ない国のひとつとなった。原子
力を重要なオプションとするフランスは、必然的に燃料サイクルとウラン／プル

トニウム利用という包括的な（バックエンド）政策を推進してきた。毎年、国
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内の原子炉から出る1，200トンの使用済み燃料のうち、850トンが再処理
され、100トンのMOX燃料が製造されている。フランス電力公社（EDF）
の20基のPWRにMOX燃料が装荷されている。持続可能な発展という点か
らみて、フランスの現在のリサイクル政策には、いくつかの重要な利点がある。

まず、長寿命の高レベル（HLLL）放射性廃棄物を確実、安全に処理しなが
ら、廃棄物の放射毒性と量を少なくすることができる。また、MOX燃料は、
再処理後に生じるプルトニウムがもっているエネルギーの価値を有効利用する

ことになる。これは、発電量の10％に寄与する。一旦取り出されれば、プル
トニウムを含む使用済み燃料体の数は少なくなる。こうした戦略によって、た

とえば高速炉での劣化ウランとプルトニウムの利用という将来のオプションが

柔軟性を持ったものになる。
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ロシアの燃料サイクルと核解体余剰プルトニウム処分

ロシア原子力省（MINATOM）核燃料サイクル局長　V．M．コロトケビッチ

1．ロシア連邦における使用済み燃料の管理

　ロシアの原子力産業の使用済み核燃料の貯蔵と再処理施設は現在、中期的な需要を満たす

のに十分な能力がある。これに伴い使用済み燃料や回収核分裂性物質の管理のための安全性

も保たれている。

　ロシア国内および国外の原子力発電所から生じる使用済み燃料の貯蔵や再処理事業を提供

するのに必要な工業施設をさらに整備するためには、特に放射性廃棄物の管理に関して、技

術的工程を改善し機材を高度化する、さらなる投資が必要である。ロシア原子力省は、使用

済み核燃料管理問題を重点的に解決するため、数々のプロジェクトに取り組んできた。

　特に、2003年には生産連合「マヤク」の放射化学部門の近代化に着手する予定である。

この近代化によって、他の問題とともに環境問題も解決されると期待されている。

　RBMK（軽水冷却黒鉛減速炉）型原子炉を採用する原子力発電所サイトに累積した使用

済み燃料の問題を解決するため、乾式貯蔵施設の整備計画が策定された。この計画を実施す

ることによって、国外の原子力発電所の使用済み燃料向け管理事業分野でも、ロシアの立場

が強化されることになる。

2．ロシアにおける解体核兵器からの余剰プルトニウム処分計画

　ロシアの解体核兵器からの余剰プルトニウム処分は、2力国間（ロシアとドイツ、ロシア

とフランス）および3国間（1998～2002年のロシア、フランス、ドイツ）の協定に
よって実施された。

　ロシアと日本の研究機関の協力という枠組みの中で現在、振動充填法によって兵器級プル

トニウムを燃焼させる可能性を探る研究が実施されている。この技術は、MOX燃料の加工

とBN－600炉への装荷のため、ロシア原子力省のディミトロフグラードRIAR（原子

炉研究所）によって開発された。

　軍事用としては不要になったプルトニウムの管理と処分に関する米国とロシアの政府間協

定（2000年に締結）によって、両国はそれぞれ34トンの兵器級プルトニウムを処分す

ることに合意している。ロシア側は、国外の協定国から資金援助を受けて、余剰プルトニウ

ムをMOX燃料に転換し、それを国内で運転中のVVER－1000型とBN－600型の
原子力発電所で燃焼させることによって処分することが義務づけられている。

　ロシアの兵器級プルトニウム処分計画の骨子は次の2点である。

　・MOX燃料への転換およびMOX燃料の加工

　・MOX燃料の利用に向け、　VVER－1000型とBN－600型原子炉の適切な改
　　良および安全性の最適化

　　米国は2002年9月、自国の計画を実施するために作成したMOX燃料加工施設建設
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計画をロシアで実施することを提案した。この計画は、フランスと米国のコンソーシアム

であるDCS（DUKE－COGEMA－STONE）が、ロシアと米国の処分計画実施
の時間的なギャップを短縮する目的で開発した。ロシアへのノウハウの移行やMOX燃料

加工計画が現在、準備中である。また、米国の計画をロシアの必要条件に適応させるため

の共同行動計画が策定中である。

　ロシアで不必要になった兵器級プルトニウム34トンの処分計画に必要な資金を支援す

るために、多国間の政府間協定の草案が作成されている。
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4月15日（火）

市民の意見交換の夕べ（18：00－20：00）

於プラザ萬象・小ホール

　本大会を一層開かれたものとするため、原子力関係者に加え一般市民の方々

にも積極的な参加を呼びかけ、市民の意見交換の場を設ける。とくに今回は、

「もんじゅ」をめぐる動きや一連の原子力発電所での不正記録問題の影響を踏

まえたうえで、地元地域の参加者を交え、わが国の原子力が抱える課題をめぐ

り、市民の視点から幅広く率直な意見を交わすこととする。
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4月16日（水）

〈福井大会〉

開会セッション（9：00－9：40）

議長：新木　富士雄　北陸電力（株）社長
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4月16日（水）

特別講演（9：40－10：10）

議長：西澤　潤一　　（社）日本原子力産業会議会長



特別講演

原子力施設の安全確保に求められるもの

一Q貸es七ioning　A頴t臓desと傍目八目一

原子力安全委員会委員長

　原子力安全委員会で働くことを命じられて以来約3年間、日々「安全」が頭

から離れることがありません。これほど「安全」を考えながら過ごした事は、

働くようになってから40余年の問にも無かったように思います。ここでは、

その感想の一部を述べさせていただきます。

　「安全」を求めて得た端的な結論は、　「安全というものは、存在しない」と

いうことでした。安全というのは、危険でない、或いは危険の可能性がないと

いう状況です。安全確保についてしばしば語られますが、確保しなくてはなら

ないのは、危険の可能性がないという状況です。このような事情から、安全確

保のための、二つの要点に気づきます。

　一つは、危険をもたらす可能性が何処にあるか、どのように発生するか、そ

の可能性が実際に危険をもたらすまでにどのような経緯をたどるかを見出し、

なるべく可能性の小さい間に取り除くことです。もう一つは、安全は状況なの

ですから、常に変るもの、変動するものと認識し、　「もうこれで大丈夫」との

思い込みに陥ることなく、警戒態勢を持続しなくてはならないということです。

こんなことは分かりきっていることのようですが、これが実際にはどれほど難

しいことかは、これまでに次々と発生した事故・事象から再々に思い知らされ

ています。

　対応のための名案があるわけではありませんが、最も重要と思われるのは、

組織も個人も危険に対する認知能力を高めることではないでしょうか。このた

めには、Questioning　Attitudes（常に、これでよいかと問い直す態度・習慣・

心がけ）と、俗には「傍目八目」と称される客観性・先見性を、組織も従事者個

人もしっかりと身につけることです。これが最近は、世界的にもあらためてま

すます強調されるようになっている「安全文化」の基盤作りであると確信しま
す。
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4月16日（水）

セッション1（10：10－12＝00）

議長：森罵　昭夫　　（財）地球環境戦略研究機関理事長

社会の持続的発展一環境、エネルギー面での挑戦

　今後、アジア地域を中心とした急激：な人口増加が進み2050年には世界全

体のエネルギー消費量が倍増すると予想される中で、地球規模での環境悪化や

天然資源をめぐる国家間の競争など、人類社会に対する大きな脅威の発生が懸

念されている。こうした事態を回避し持続可能な社会開発を実現するために、

世界は人類社会の長期展望を描いたうえで、協調的な行動を実践していく必要
がある。

　このセッションでは、社会が持続可能な発展の実現を図るうえで主要な座標

軸となる地球温暖化防止とエネルギー問題を視点として、国や産業界が今後取

り組むべき方策を探るとともに原子力の役割について改めて確認する。

　また、エネルギー・電力を大量消費している大都市圏の消費者の観点から、

環境保全、エネルギーの節約など国民一人一人が考えるべきことについても議
論する。
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　　　　わが国のエネルギー安全保障と環境保全

衆議院議員、自由民主党エネルキ㌧総合政策小委員会委員長　甘利明
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社会の持続的発展のために電気事業が果たすべき使命

電気事業連合会会長　藤　洋作

〈はじめに～社会の持続的発展にエネルギーは重要な役割〉

○エネルギーは、世界の発展を支える最重要の基盤的財。途上国が今後の高い成長を期し

　ている中、エネルギー供給基盤の構築は、人類に共通する最大の課題。

〈わが国電気事業の使命〉

○電気事業は、環境負荷をできるだけ小さくしながら、低廉な電力を安定供給し、そうし

　た社会の持続的発展に貢献することが使命。

〈原子力の役割〉

○安定供給と環境対応の同時達成の鍵を握るものは、原子力。

○原子力発電及び原子燃料サイクルを推進し、21世紀におけるわが国のエネルギー供給

　基盤を支えていく必要。

○そのためには、失われた原子力への信頼回復と、電力自由化の進展に対して原子力の推

　進をどのように担保していくかが大きな課題。

〈原子力の信頼回復〉

○事業者全体で、法令遵守は勿論、安全安定運転に努め、各層の方々と対話を重ね、信頼

　の回復に全力を尽くす所存。

〈電力自由化と原子力〉

○電力自由化と公益的課題との同時達成の観点から、原子力発電及び原子燃料サイクルの

　推進に必要な制度や措置の検討、整備が急務。とりわけ、原子燃料サイクル推進上の諸

　問題は、大きな課題。

〈終わりに〉

○我々は、これら諸課題を解決し、セキュリティ確保と環境適合を同時達成しつつ、低廉

　な電力供給の道筋をつけ、今後とも社会のお役に立つ事業者でありたいと決意を新たに

　している。
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中国の原子力開発と持続的発展に果たす原子力の役割

　　　　　中国国家原子能機構秘書長　馬鴻琳
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環境問題を消費者の立場から考える

生活情報評論家　井上　チイ子

・基本的な認識

日本のエネルギー消費は、この30年で民生・運輸部門で2．3倍も増加していま
す。

多種多様な電化製品に取り囲まれて、より豊かな暮らしを求めて家庭の電力消

費は増加し続け、最近では家庭の中もIT化しつつあり、暮らしの快適度は増
大中です。

日本のエネルギー自給率20％一原子力発電を除けば4％一という資源の乏しい

状況は、食糧自給率40％という状況とともに他の主要国と対比して、私たちの
暮らしは砂上の楼閣といえます。

次世代に渡す持続可能な生活基盤の確立のために、地球環境保護と経済のバラ
ンスも視野に入れて実践すべき課題を考えます。

〈1。くらしのライフラインの確立を〉
①電気、水、ガス、食糧は暮らしの生命線。絶対安全供給であることの再認識
　　（自給率）

②関西電力圏内での電力供給は54％が原子力であるという現実の認識

③家庭での省エネ、節エネの実践は地球温暖化や地球環境への意識を高める
　　（生涯学習の場は有効に活用できる）

④学校（小、中、高）での正しい知識教育と共に高度な専門レベルの大学教育

　の確立は将来への最も有意義な投資となる

く2．地球共生社会を育てていく〉

①大消費地（消費者）の電源、エネルギーに対する無知、無関心、無責任に終

　止符を
②正しい知識の欠如による事故時の風評は膨大な社会的コストを生むことの

　認識
③消費地（消費者）が引き受けられないものを引き受けてもらえる原子力立地、

　供給地（供給者）への感謝がなければ“共生”は成立しない

〈3。原子力エネルギーに夢を乗せて〉

①美浜から万博へ、あの夢はどこに
②原子力の平和利用（医療、食品滅菌等）と“安全性”への終わりなき挑戦を

③立地地域への透明性と説明責任とともに“まずはじめに広聴あり”の確立を

④需要ニーズ、顧客ニーズへ限りなく接近する企業姿勢への期待
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4月16日（水）

午餐会（12：20－14：10）

於福井ワシントンホテル「天山の問」

司会：西澤　潤一　　（社）日本原子力産業会議会長

（昼食）

（特別講演）

　　　　「二つの平和について一日本的文化と構造改革」

　　　　山折　哲雄　国際日本文化研究センター所長



特別講演

二つの平和について一日本的文化と構造改革

国際日本文化研究センター所長　山折　哲雄

　21世紀に入って、戦争と平和を考える新しい時代がやってきた、という予
感を私はもつ。「平家物語」があらためて顧みられ、トルストイの「戦争と平和」

が再吟味される時代がきたということだ。

　細部を捨象していえば、これまでわれわれの眼前には二種類の「平和」が存

在していたと思う。第一のタイプが、例の「パクス・ロマーナ」「パクス・ブリ

タ作出」そして今日いうところの「パクス・アメリカーナ」などの用語で表さ
れる「平和」の状態である。「ローマ帝国の平和」「イギリス帝国の平和」そし

て「アメリカ帝国の平和」である。

　圧倒的な覇権にもとづいてつくりあげられた「平和」のことだ。「世界帝国」

め主導のもとに維持される「平和」の状態である。「力の外交」「バランス・オ

ブ・パワー」などの戦術・戦略的用語が飛び交うようになるのも、こうした「パ

クス」の歴史的背景が土台になっているからだろう。要するにこれらの場合、

「パクス」とは「戦争のない状態」を意味する。力によって抑制・抑圧された

脅迫神経症的な「平和」状態、といってもいい。

　これにたいして、第二のタイプの「平和」が「パクス・ヤポニカ」だったの

ではないかと、長いあいだ私は考えてきた。もっともこれには、注釈が必要か
もしれない。

　考えてもみよう。わが国の歴史を展望すればただちにわかることだが、この

日本列島には長期にわたる「平和」の時代が二度もあった。平安時代の350年

と江戸時代の250年である。桓武天皇の平安遷都から源平合戦の保元・平治の
乱までの350年と、家康による江戸開幕から幕末維新期までの250年だ。
　このような事態は、世界の歴史の上ではほとんどみられないのではないだろ

うか。ヨーロッパの歴史はもちろん、インドや中国においても発生することは
なかった。いったいどうしてそんな奇蹟のようなことが可能となったのだろう

か。それが年来の私の疑問だった。

　ところが調べていくと、その問題に正面から取り組んでいるような研究がほ

とんど見当たらない。「革命」や「戦乱」をテーマにした書物や研究は、それこ

そ汗牛充棟のただならずといったありさまであるが、平安時代と江戸時代に実

現された「平和」の意味を追求するような仕事にお目にかかることは、全くな
かったのである。「パクス・ロマーナ」や「パクス・ブリタニカ」を下敷きにし

たような「平和」論はいくらでもみつけることができるけれども、「パクス・ヤ

ポニカ」についての研究はほとんどゼロに近いという惨状である。

　われわれはそろそろ、日本列島の「歴史」にたいする考え方を変えなければ

ならないところにきているのではないだろうか。
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4月16日（水）

セッション2（14＝30－17：30）

議長：近藤　駿介　東京大学大学院工学系研究科教授

原子力発電所の運転管理一新たな取組み

　わが国で50基以上が稼働中の原子力発電所における安全確保や規制は、機

器・設備などの健全性確保に主眼を置いて実施されてきているが、今後は、原

子力発電の運転管理システム全体を重視した安全確保が必要と認識されてきて

いる。こうした安全確保の仕組みが十分に機能し、原子力発電所が安全運転の

実績を重ねることで立地地域および国民からの信頼を得られ、さらには効率的

運転の実現につながることが重要である。

　このセッションでは、今後高経年化時代を迎える原子力発電が安定的で効率

的な稼働を実現する上で必要となる条件を、良好な実績を維持している米国の

事例を参考にしながら、わが国の原子力発電運営体制の透明性やその説明責任、

合理的・科学的な安全規制、官（推進、規制）と民（事業者）の健全な関係、

運転保守作業のあり方など、様々な角度から捉え議論する。



　　　　　　　　　　　　基調講演

わが国原子力発電所運転管理の直面する課題とその対応策

　　　　東京大学大学院工学系研究科教授　近藤駿介
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原子力安全規制の新たな方向性について

経済産業省原子力安全・保安院長

　　　　佐々木　宜彦

　原子力安全規制について、一連の原子力発電所における不正問題に

対応した規制改革の概要とともに、科学的・合理的な安全規制の確立・

発展を図る観点からの今後の取り組みについて述べる。
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テイアスN米国原子力規制委員会（NRC）委員
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今日の不安と不信を軽減するために

東京都地域婦人団体連盟生活環境部副部長　飛田　恵理子

1．私どもの立場

　　私どもは電力消費地の消費者として、電気の恩恵に浴している立場から、長

年身の回りでできる省資源・省エネルギーを心がけ、下記のような取り組みをし

てまいりました。

　　　　・過剰過大包装の追放・リサイクル活動・マイバッグの持参

　　　　・景品規制の見直しに際し、景品よりも増量サービスを提案

　　　　・詰め替え用品についての消費者の意識調査

　　　　・地球環境問題とテレビCMに関する調査（消費者意識・録画）

　　　　・トイレットペーパーについての消費者意識調査

　　　　・グリーンコンシューマーの目で家電製品を選ぶときカタログは役に立

　　　　　つか。　（日米英仏独の表示比較・わが国の消費者意識調査）

　　　　・家庭の中の電気についての消費者意識調査

　　　　・その他

2．家庭などの民生用電力の需要は高く、私たちが電気のある生活の便利さを手

放　せない現状では、高経年化する原発をどのようにして安全に稼働させるかが

問われています。東京地婦連は自然エネルギーなどの活用に対する関心も高く、

いわゆる原発推進派とは立場が異なりますが、私はJCO事故や昨年の記録の改

ざん、損傷隠し、内部告発の取り扱い方、などの一連の不祥事を踏まえ、一消費

者として今日の不安と不信を軽減するために、皆様とご一緒に考えたいことを記

してみ　ました。

3．安全性を維持するために考えたい事項

　a．風評被害が存在する社会

　b．安全神話の弊害

　c．事故のデータベース化の必要性

　　◎国民のための透明性の確保

　　◎技術基準等への反映

一68一



d。機器やシステムの健全性

　◎記録方法、保管、伝達のあり方

　◎検査方法の見直しと新技術の導入の体制

　◎検査員の資質と教育、資格制度の導入

　◎情報公開制度

e．リスク分析手法と行政の軸足の置き方

f．事業者と電力自由化

　◎コスト意識の高まる中で効率化と安全性、環境対応は両立できるか

　◎労働災害問題一巨大化する組織

g．企業統治の課題一法令遵守は可能か

h．内部告発者保護制度

i．その他
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要旨

関西電力（株）取締役原子力事業本部副本部長　松村　洋

（1）昭和45年3月14日に日本原子力発電（株）敦賀1号機で商業用原子力発
　　電所が運転を開始して以来、現在、52基の原子力発電プラントの運転が続

　　けられている。

（2）我が国に於けるこれまでの運転状況は、世界的に見ても設備利用率・信頼性

　　等高い水準を維持している。

（3）一方、電力の自由化が進み、原子力発電所といえどもコスト低減や効率的な

　　運営が求められている。

（4）このような状況にあっても、将来にわたって、安全で信頼性の高い運転を維

　　持し向上するようなシステムの構築が必要である。

（5）現在検討されている規制改正は、自由化等の社会的な変化があっても、将来

　　の安全安定運転を確保するためのものであり、事業者としては、これを自ら

　　のシステムの中に取り入れ、積極的に活用していくべきと考える。

（6）今後の課題

①事業者は、新しい規制や制度を積極的に活用し、安全で効率的な運転管理を行

　　っていく必要がある

②そのためには、規制当局、事業者がrリスクの概念」を活用した「検査の手法」、

　　「保全の手法」、「運転管理の手法」を取り入れるとともに、社会に対しても、

　　わかりやすく説明していく必要がある。

③検査結果の指摘事項等については、重要度評価・分析を実施し、その後の処置・

　　対策を決定していく必要がある。［その中には、確立論的安全評価（PSA）
　　に基づくリスク評価データ・手法を取り入れる。］

④また、事業者、規制当局は、今までよりも多く発電所の安全運転の状況がわか

　　るようなデータを公開し、これを積極的に説明していくことが必要である。

⑤このような安全・品質確保システムの向上を前提に、欧米に後れをとっている

　　原子力発電所設備利用率の向上を図っていく必要がある。

⑥長期的には、保安検査、定期検査、定期事業者検査を統合整理して、より効率

　　的で、インセンティブの湧く検査制度としていく必要がある。

⑦性能規定化、民間基準化へ対応していく必要がある。
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4月17日（木）

セッション3（9：00－11：30）

議長1中村　政雄　科学ジャーナリスト

着実に進む世界の高レベル廃棄物処分計画

　平成12年に高レベル廃棄物処分法が制定されたわが国では、現在、処分実

施主体である原子力発電環境整備機構が取組みを進めており、平成14年12
月には概要調査地区の公募を開始した。海外では、昨年7月に世界最大の原子

力発電国の米国においてヤッカマウンテンが最終処分場として承認されるとい

う大きな動きが見られたほか、フランスでは地下研究施設の建設が進行中であ

り、フィンランドでも地層処分研究施設の建設が今年中に開始される計画であ
る。

　このセッションでは、わが国においても計画が具体的に動き始めた高レベル

廃棄物処分をめぐって、海外諸国での処分場建設までの道筋をレビューしなが

ら、概要調査地区の選定が国民合意を得つつ着実に行われるためには何が課題

なのか、海外で採用された選定プロセスから学ぶべきものは何か、などを探る。



基調講演

世界の高レベル放射性廃棄物処分計画』国際的観点で得られた翻ll

仏放射性廃棄物管理庁（ANDRA）会長　Y・ルバルス

　高レベル放射性廃棄物の管理は、技術および政治の側面を持つ難しい問題である。また、

さまざまな実施者、地理的管轄レベル、および社会政策が関与する問題である。これは労

の多い任務であり、これまでに多くの障害、後退、および失敗に直面してきた。

1，廃棄物管理技術者による評価と、世論調査で示される公衆の認識との間に、大きなギ

ャップがあるのは重要な事実である。これに関して、欧州のデータとフランスの定性分析

結果を提示する。放射能の危険は、しばしば汚名を着せられている。われわれはリスク管

理問題を取り扱っているが、実際のリスクが何かについて共通認識が得られていない。

2．次のセクションでは、放射性物質環境安全処分国際協会（EDRAM）と経済協力開発

機；構／原子力機関（OECD／NEA）の利害関係者信頼性フォーラム（：FSC）の調査結果を引

用しながら、世界各地のいくつかの処分計画の現状を概観する、第一の論点は、ほとんど

の国で、何らかの標準的手順が優勢であると思われることである。例えば、1991年の法律

があるフランス、スウェーデン、2002年の法律があるカナダ、そして2000年の最終処分

法がある日本が挙げられる。諸案、研究体制、独立監査の保証、政府監督下で長期廃棄物

管理を行う実施主体の創設、および状況に適した財務体制が、明確な段階的手順によって

規定されている。明確な手順、実施者の明確な構造、および広範かつ厳格な総合的行動の

原則を適用することによって、公衆の信頼を得るための主要な資産が構築される。

3．次のセクションでは、手順の重要な段階であるサイト選定に関する特定の特徴をレビ

ューする。ほとんどの地元住民と行政当局は放射能について詳しくないので、彼らと議論

を進めるのは困難を伴う。したがって、地域社会の支援を得るために、次の3つの基本事

項の保証に重点を置くべきである。（1）なによりもまず、短期・中期・長期的な安全性、

（2）地域開発の機会、（3）開放的で透明性の高い議論。一番目の安全性は、経験と常時

更新される情報を参照することで実証できるかもしれない。二番目の経済的動機は、サイ

ト選定過程における公平性の要因となる。三番目の点については、あらゆる議論を開放的

に行い、すべてのパートナーの相互学習を可能にすることが必須である。

　結論として、3つの点を強調したい。一部の自治体の実例は、処分研究所、実験：的処分

場、または実際の処分場を、地域開発の有益な資産として組み込めることを示している。

関与する技術者は、地元および国の当局者からともに支援される必要がある。外国の経験

を学ぶうえで、また歴史に則して作成された各国の計画の特殊性を理解するうえで、国際

交流はもっとも有効である。
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　　　　　　　　　　　　基調講演

「日本における高レベル放射性廃棄物処分への取り組み」

原子力発電環境整備機構理事長　外門一直

1．はじめに

　oエネルギー資源に乏しい日本
　　　　・基幹電源としての原子力発電の重要性→日本の電力の！／3を担う。

　　o　高レベル放射性廃棄物の最終処分問題

　　　　・原子力発電に残された最重要課題の一つ。

　　　　・最終処分の実施は原子力発電を利用している我々の世代の責任。

2，高レベル放射性廃棄物の最終処分制度の整備

　　o　最終処分法制定の経緯

　　　　・1976年の原子力委員会決定に基づき地層処分の研究開発に着手。

　　　　・1999年の核燃料サイクル開発機i構の技術報告書が原子力委員会に

　　　　提出され、地層処分が技術的に可能と報告。

　　　　・2000年5月、処分地の選定の手順、実施主体、資金の確保を定めた
　　　　　「特定放射性廃棄物の最終処分に関する法律」（最終処分法）が成立。

o「原子力発電環境整備機構」（実施主体）の設立

　　・2000年10月、最終処分法に基づき民間発意により認可法人として
　　　設立。

　　o　事業資金の確保

　　　　・最終処分事業費約3兆円について、最終処分法に基づき発電用原子炉設

　　　　　置者が約20年間にわたり原子力発電量に応じて毎年拠出。

3．最終処分事業のスケジュール

　　o　地域の意向の尊重、3つの段階を経ての処分地の決定

　　　　・「概要調査地区」を2007年頃、「精密調査地区」を2008～201
　　　　　2年頃、「最終処分施設建設地」を2023～2027年頃に選定。

　　　　・それぞれの選定の段階で市町村長、都道府県知事の意見を聴き、意向を

　　　　　尊重。

　　　　・処分地の候補地を2002年12月に公募開始。応募後は文献による調
　　　　　査を実施し概要調査地区の選定を行う。

4．最終処分事業に取り組む原子力発電環境整備機構の基本姿勢

　　o　安全性の確保を大前提に

。誠実な取り組みを通じて安全を安心と信頼に

　　・事業の透明性を重視。安全性へのご理解を得て、 安心と信頼を獲得。
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フィンランドにおける使用済み燃料処分場の開発

国民の信頼と立地問題

フィンランドPOSIVA社技術担当本部長　T．エイカス

　使用済み燃料管理のための総合プログラムは、2020年に処分事業を開始を目標として

1983年に策定されたが、2000年末までのサイト選定を中間目標としている。同プロ

グラムは1999年5月にサイト選定へと進み、POS王VA社は、政府に政策決定申請書
を提出し、深地層処分場に対する4つの候補地のうちオルキルオト処分場サイトを選択する

よう提案した。このサイトの選択は、15年に及ぶサイト特性調査および評価によって蓄積

した科学的データに基づいて行われた。

　今回の政府決定の主な目的は、提案された原子力施設が「社会全体の利益」と一致してい

るかどうかを判断することだった。これは、この判断が基本的に政治的な意思決定であり、

地層処分が全般的に受け入れられたことを意味する。意思決定プロセスは包括的なものであ

り、政府ならびに議会が決定を下す前に地域社会と地方当局から支持を得なければならなか

った。このプロセスは、2001年5月に議会が承認することで終了した。

　戦略的代替案を探った後早い段階で長期的プログラムへの取り組みが行われたのが、立地

の成功に貢献したことは明らかである。これによって、すべての利害関係者が重要と見なし

た共通の目標が生まれたからである。使用済み燃料を永久に海外に保管するという選択肢が

長い間優位を占めていたので、地層処分は当初「バックアップ部類」として選択されていた。

しかし、前者の選択肢は1994年の法律修正によって禁止されたため、その後地層処分が

望ましい選択肢となった。

　オルキルオト処分場サイトの選択は自明のことのように見えるかもしれないが、このサイ

トの選定は、膨大なデータの検討の結果初めて正当と認められたのである。このデータベー

スによって、同サイトがフィンランドの岩盤に全般的に見られる状況を示していることがわ

かった。またこのデータベースによって、深地層に特有の地質学的プロセスは、その特性を

調査・把握し、長期的予想の基準として使用可能であることがわかった。これは立地プロセ

スへの信頼を高めるものであり、すべての段階で実施者（規制当局）に正当な権限があり信

頼できると見なすのに有効である。

　最終的に重要なのは、地方自治体が処分施設から経済的恩恵を受けることである。こうし

た社会経済上の恩恵が重要であるかどうかは、EIAプロセスなどで地域社会において議論

されることになる。POSIVA社の施設の場合、地方自治体は税収が増加するとともに雇

用が改善される。

　現在のところ、POSlVA社は地層処分への支持を得るのに成功している。しかし、こ

れは立地プロセスが完全に終了したことを意味するのではない。POSIVA社にとっての

次の段階は、政府に建設認可申請書を提出することである。これは、2010年代初めに行

われる予定であり、この段階でも成功が予想されている。カプセル封じプラントと深地層処

分場から成る処分施設は、その後に建設されることになる。POSIVA社は、2020年
にフィンランドで使用済み燃料の最終処分を開始できるように準備する覚悟である。
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放射性廃棄物問題の解決には安全性と住民合意が不可欠

　　　　　　一地元地域社会の立場で考える

スウェーデン　前オスカーシャム市長　T．カールション

次の3点について述べる。

一　処分場の安全二

一　地元へのイメージ的および社会経済的な影響

一　地元住民の合意の重要性とその対策

　われわれが扱っているのはきわめて有害な物質であり、扱いを間違えれば、われわ

れだけではなく今後何世代にわたり、健康や安全性を脅かしかねないということを認

識しなければならない。このような状況が起こることをよしとする者はどこにもいな

いと断言できる。従って、廃棄物処分問題の解決は、すべての者に共通の関心事であ

る。

　次に考えなくてはならないのは、高レベル放射性廃棄物の処分方法が、1000年、

1万年あるいは10万年という単位で安全性を確保できるものであるかということ、

そして処分場の立地地域の住民がその処分方法を受け入れられるかという点である。

　私の答えはこうである。まず確実な事実関係と証拠に基づいた計画を作成する必要

がある。計画は、科学的な根拠に基づくものでなくてはならない。こうした取り組み

に近道は絶対許されず、質が計画実施スケジュールに優先されるべきである。さらに、

精力的に任務を遂行できる強力で、独立した規制者を必要とする。規制者は、計画の

実施者をあらゆる段階で監督し、常に厳しく対処していくための資源を有していなけ

ればならない。規制者は、市民のお目付役に徹し、国や地域レベルの話し合いに常に

参加することが求められる。さらに、国民が理解しやすい方法で情報を公開し、地域

社会や住民からのフィードバックに真に応えていかなくてはならない。企業は、地域

社会や住民と共に取り組む姿勢が必要であり、地域社会や住民と敵対したり、優位な

立場に立つものではない。

一　補完原則を、処分場立地計画を開発戦略の基礎に据える。

一　地域社会と協力して実施した十分かつ理解しやすい安全性評価と環境影響評価を

　開示し、それを意思決定の基本とする。

一　初期段階における、中央議会、政府あるいは実施企業と地域社会やその住民との

　民主的な対話の必要性について明確にする。

一　イメージ的、社会経済的な影響および地元自治体や対象となる住民の双方に対す
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る経済的な補償について包括的な研究を実施することを確約する。

　　原子力の立地について考えてみると、ほとんど例外なく、「DADの原則」（すな

わち、D＝決定、　A；公表、　D＝防衛）によって行われたことは記憶に新しい。わず

か20～30年前、公共あるいは民間の施設であるかに関係なく、発電所の立地は密

室で決定され、「発電所を当地に建設することになる」と一方的に発表された。

　このようにして決められる決定は、最終的な段階になって地元住民に発表されるの

が普通だった。そのため、立地の対象となる地域社会が、建設的な提案をする余地は

極めて限られていた。われわれのように拒否権を持つ自治体は「ノー」ということが

できたが、世界の多くの地域社会は「ノー」という権利もなく、受け入れるしがなか

った。なお、当時こうした決定をする環境は、今日のものとは大変違うことを当然理

解しなければならない。今は、当時と比べると、大企業の計画に対してかなり懐疑的

になっており、従来のやり方では、計画にかかわるすべての当事者のあらゆるレベル

で惨憺たる結果になることが証明されている。

　DAD方式が今でもまだ存在しているとはいえ、われわれが努力した結果、ほとん

どの国で、住民参加によるより開かれた方法を採り入れるようになったが、その理由

は、要するにその必要性があったからだった。

　われわれ意思決定者は、こうした経験に学び、以前の方法に戻ることがあってはな

らない。われわれは、原子力産業界に対して、計画をその早い段階で開放的かつ十分

に話し合うことができるように奨励していく必要がある。早い時期とは、企業が思う

よりずっと早い時期である。われわれのような地域社会や住民を、計画の早期の段階

から計画に参加させ、責任を持ってみずからの意見を反映させる努力をできるように

することが必要である。

　企業は、われわれ地域社会や住民を尊重し、その意見に耳を傾けるべきであり、わ

れわれも、企業に対して同じことが求められる。企業は、対象となる自治体やその住

民の要望に合わせて計画を変更する心構えが必要である。企業は、地域社会が専門家

に依頼して、地元の観点から意思決定をするのに必要な正しい議論を展開するために

積極的に資金援助をすることが求められる。

　企業はさらに、地域社会のノーをノーとして受け入れる心構えが求められる。スウ

ェーデンにおいてわれわれ地方自治体に認められる拒否権は、補完原則を公平かつ具

体的に適用するための根拠としてすぐれたものである。
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発表要旨

原子力発電環境整備機構理事　竹内舜哉

1，公募開始と概要調査地区選定の手順

　o公募開始
　　　　・2002年12月19日、概要調査地区選定に向けて、全国の市町
　　　　村を対象に「高レベル放射性廃棄物の最終処分施設の設置可能性を

　　　　調査する区域」の公募を開始。

　　　　・市町村から応募いただいた区域の地質的な条件の事前確認を行った

　　　　後、文献による調査を実施。2007年頃に概要調査地区を選定。

　o　最終処分場の概要

　　　　・最終処分場の地下施設は、地下300mより深い安定した地層に設

　　　　置。地下施設の広さの目安は10km2。

　o　概要調査地区選定上の考慮事項
　　　　・文献による調査に基づき、地震、噴火、隆起・侵食等の発生を避け

　　　　て、第1段階の概要調査地区を選定。

2．地域共生への取組み

　o基本姿勢
　　　　・地域の一員として共に考え、共に行動し、地域が真に望む地域づく

　　　　　りに努力。

　o　経済波及効果等

　　　　・経済波及効果（建設・操業段階：2025年～2084年）
　　　　立地都道府県における生産誘発効果：約1．7兆円

　　　　立地都道府県における雇用：延べ13万人
　　　　立地市町村における固定資産税収約1，600億円。

　　　　・国の電源立地交付金制度による交付金

　　　　文献調査段階：年2．ユ億円

　　　　概要調査段階：年20億円
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A．リーシング欧州原子力学会（ENS）副会長
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4月17日（木）

セッション4（13：00－15：30）

議長：神田　啓治　エネルギー政策研究所所長、京都大学名誉教授

身近な原子力を福井県から考えてみよう

　今大会が開催される福井県には、若狭湾地域に軽水炉原子力発電所13基の
ほか、新型転換炉「ふげん」、高速増殖炉原型炉「もんじゅ」、若狭湾エネルギ

ー研究センターなどが立地し、わが国における「原子力センター」ともいうべ

き役割を果している。原子力はエネルギー面での利用の他に、ラジオアイソト

ープ、放射線を利用した様々な技術が、人間社会の身近なところで役立ってい
る。

　このセッションでは、原子力技術を用いたベンチャービジネス、放射線の医

学利用、原子力の教育問題、など一般の市民とのかかわりを改めて紹介して、

今後、これらをどのように地域や社会全般の理解に役立て、発展させていくか

について意見交換を行う。



身近な原子力を福井県から考えてみよう

福井県女性エネの会理事　天野　寿美恵

1。電力供給県に住む女性として原子力発電15基と共生している立場から

　電力供給県で原子力発電が15基ある県に住む者として、当初は原発は恐い、危な

い、汚い、と誰もが口にしたものです。また、でんきをふんだんに使っている消費地

の人達からの風評にも腹立たしさを覚えました。

　そこで私達は、10年前からエネルギー、環境問題等について学習をしてまいりま

した。

　その結果、原子力は皆さんが考えているほど危険なものではなく、エネルギーセキ

ュリティ面からも原子力は有効であることが解りました。

　消費地の尊墨も原子力発電所について正しい知識を持って頂き、理解して欲しいと

思います。

2。福井県女性エネの会結成と活動状況

　原子力立郡県の住民として、エネルギーに関する正しい知識と環境問題等への認識

を深めるため、平成8年から活動はしておりましたが、平成12年4月正式に「福井

県女性エネの会」を設立しました。

　活動として、学習会（特にプルサーマルは何回も学習しました）、見学、でんきの

消費地との交流会などを行っています。特に交流会では電力会社からも参加して頂き、

本音で話し合い、更には「人・物・心」の交流まで絆を深めています。

　エネの会は現在会員数350名に達しました。平成12年からエネルギーアドバイ

ザー養成講座を開設し、平成14年度で第3期生が誕生しました。

　修了生の内、1期生の方達は学習の成果として、エネルギーに関する知識を普及す

る紙芝居創りに取り組み、特に放射線、放射能については、専門家の久保寺先生を囲

んでご指導を受け、それぞれの分野の最終チェックもしていただき、自信作を完成さ

せました。

～見て、聞いて、学んだことを多くの人達に普及するための活動展開～

　紙芝居は、小学高学年以上の人達に分かりやすく、“あかりとみらいのお話”とし

て、エネルギーの基礎から原子力のしくみまで分かりやすく表現し、平成14年度

100回上演の目標を掲げて県内各地で上演しています。

　この活動が認められ、去る2月27日、（財）社会経済生産性本部から表彰して頂

きました。

　このような運動は小さな行動かもしれませんが、私達福井県女性エネの会として
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の啓蒙啓発運動として取り組んでおります。

3．まとめ

　スイッチーつででんきはっくといった便利さが当たり前になった日頃の生活。

エネルギー問題や原子力問題について、単にでんきの生産地、消費地というのでな

く、国民全体が深い関心を持ち、教育の場でももっと真剣に考えなければならない

と思います。

　また、資源リサイクルという点からのプルサーマルはただ脆ない」の連発。なぜ

必要なのか、国策である以上、国もわかりやすく説明・指導をして欲しいと思います。

　種々述べましたが、今後はエネルギー問題を自分の問題として考え、家族内で会話

を進め、21世紀を担う子供達が電力供給県に生まれて良かったと誇りを持てるよう

になって欲しいと願っています。
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「地域産業との連携と地元共生」

核燃料サイクル開発機構理事　菊池　三郎

　核燃料サイクル開発機構では、平成10年10月の設立時に「研究開発成果の
普及」を業務としてより明確に位置付け、動燃時代から30年以上にわたって培

ってきた研究開発成果を企業、大学等に公開して、幅広い分野で活用していた

だくことを目指した事業を展開している。

　そのうち、地域産業との連携を目的としたものとして、「先端原子力関連技術

成果展開事業」（以下「成果展開事業」という）がある。これは所有する約1500

件の特許を企業に提供し、新製品開発を支援する制度であり、分野としては電

気、機械、金属、化学、環境等幅広い分野をカバーしている。これらの特許を

企業に提供するとともに、開発費の半額（最大500万円）を機構が負担するこ
ととしている。

　成果展開事業は平成10年度から開始され、実施中のものを含めてこれまでに

全国で29件の契約が成立している。そのうち、福井県が9件、茨城県が6件と
多くなっている。技術分野としては、環境・廃棄物処理関係が9件と最も多く、

次いで計測装置関係の6件となっている。

　これまでの福井県内での成功例としては、「配管フランジ開口治具」、「軽量消

火器」、「水中作業用工具」、「環境浄化用竹炭」、「へしこ製造の効率化」等があ
る。

　また、新製品開発にあたって大学の’協力が必要な場合は、福井大学と企業が別

途共同研究契約等を結び、産官学の協力で推進しているケースも多く見られる。

機講としても、地域産業との連携を強化するため成果展開事業を更に定着させ

るとともに、大学とも連携を深め、長年にわたる原子力技術開発の成果を幅広

い分野で活用していただけるよう努力していきたい。

　一方、平成7年12月のナトリウム漏えい事故以来、信頼回復：と地元との共生
には、誠意をもった地道な取組みを続けている。意識改革、情報公開、「もんじ

ゅ」など施設の見学、双方向の対話、ボランティア活動への参加など様々な活

動に取り組んできた。

最近では、県民の方々と、フランクな意見交換、双方向の対話を目指し、平成

13年10月から新たに始めた出前形式の「さいくるミーティング」は、これ
までに約150回を数えている。最近は、次世代を担う高校生に対しても、授
業の一環として実施する機会も増えている。社内ボランティアによる女性広報

チーム（あっぶる）による説明も分かり易いと好評である。「もんじゅ」の見学

者は事故以来約7万人に達し、理解促進に効果をあげている。

今後とも、地域の皆様からの一層の信頼を得るべく、理解と共生にたゆまぬ努

力を続けていきます。
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原子力発電所のすぐ近くにある研究所から

（株）原子力安全システム研究所技術システム研究所長　木村　逸郎

1。はUめに
　関西電力美浜発電所2号機の蒸気発生器細管破断事故を契機として、原子力

発電の安全性と信頼性の向上と、社会や環境とのより良い調和を目指して設立

された（株）原子力安全システム研究所（INSS）も11歳になり、美浜町に本
社を移転してからでも5年半になる。わが国ではもちろん世界でも例の少ない

原子力発電所のすぐ近くにある研究所として、INSSは着実に成果を出し、
地元でも認められつつある。やや手前味噌ながら、その活動を紹介したい。

2。その理念と構成

　独立した第三者的な立場で客観的に研究し、関西電力に対して建策・助言を

行うとともに、その研究成果を広く国内外に公開して社会の発展に幅広く貢献
することを理念としている。

　社会システム研究所と技術システム研究所の二本立てとし、技術的側面から
の研究ばかりでなく、社会科学的ないしは人間科学的な側面からも幅広く研究
に取り組んでいる。

3。研究活動と成果の紹介

　主調テーマに照らし、演者の属する技術システム研究所の紹介は割愛し、社
会システム研究所の活動と成果の一端を紹介する。

（1）ヒューマンファクター研究プロジェクト

　　原子力発電所におけるヒューマンエラーの防止を目指し、職場の安全行動

や組織管理などの課題に取り組んできた。その中から育った安全風土の研究
　や技術者の倫理の研究は高く評価されている。

（2）社会意識研究プロジェクト

　　原子力への合意形成に向けていろいろな社会意識調査を行っているが、な

　かでも原子力発電の利用に対する態度の推移は注目を浴びている。ここでは、

　福井県甲南地域における住民の豊：かさ意識に関する研究を紹介する。簡単に

　言って、この地域では家の存続と地縁社会の形成・維持を豊かさとしてとら

　え、地縁社会は地域活動や近所付き合いによる緊密な人間関係から成り立ち、

　自己実現のあり方は個人の欲求よりも帰属する社会との調和を前提に考慮さ

　れている。また衣食住には満足を感じているが、教育、文化、余暇生活を支

　える社会基盤の整備を望んでいることが分かった。

（3）エネルギー問題研究プロジェクト

　　原子力発電を中心に、望ましいエネルギー源の将来像と人間の環境につい

　て研究している。その中で教育の重要性を認識し、総合学習の時間に対応し
　た「資源・エネルギー・環境」について実践モデルの開発に取り組んでいる。
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4．原子力産業とベンチャービジネス

　最終に演：者個人からのメッセージとして、原子力産業とベンチャーについ

て一言だけ加えたい。古い中国の時代から、物事がうまく進み、成功するに

は、天の時、地の利、人の和が重要で、中でも人の和がもっとも大切とされ

ている。原子力産業とベンチャーはなじみ難い面もあるが、先進的な科学技
術という点で可能性がある。その上、天の時と地の利では、チャンスが巡っ

てきていると言える。ここで人を育て、支援して、原子力の立地地域にベン
チャーが興り、発展することを望むものである。
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原子力・エネルギー安全工学専攻設置構想

福井大学工学部長　中川　英之

　工学系大学院には，将来の技術パラダイムを見据えた先進的な研究を通しての高度専門

技術者養成と新産業シーズ発信の機能，即ち，産業社会の急速な進展に機敏に対応し，一

歩先の未来技術を創造する専門分野横断的な教育研究を遂行する機能が要請されている。

福井大学が立地する福井県には，6原子力発電所に15基の原子炉が設置され，その内14

基（‘ふげん’を含む）が稼動しており，電力・エネルギー需給ネットワークの要になって

いる。これに関連して，各種の原子力関係試験研究機関が設置され活発な活動が行われて

いる。原子力の安全性に対する福井県民の意識は他府県と比べてきわめて高く，安全性に

関する科学技術的検証，地域社会との共生方策，原子力関連技術の民間移転による地域産

業の活性化などにおいて福井大学大学院工学研究科が地元大学としての役割を果たすこと

が強く要請されている。特に，最近の原子力関連施設での事故・不祥事の続発による安全

性への国民・県民の不信感は強く，安全1生に対する学問・技術的研究及び高度専門技術者

の地元養成が焦眉の課題として大学に要請されている。こうした要請に応えるためには，

原子力に特化した教育研究分野を整備・設置するだけでは不十分であり，エネルギー需給

システムまたはネットワーク全体を見据えた視点から「原子力の平和利用」についての教

育研究を進めることが重要である。そのための教育研究組織は必然として学際的なものと

なり，物質・材料，複合システム，情報科学，環境学，共生社会学等を有効に含んだ総合

工学組織でなくてはならない。福井大学大学院工学研究科では，工学部・工学研究科の基

幹部分とは別個の学部を持たない独立専攻として，工学研究科の中に原子力・エネルギー

安全工学専攻の設置を構想している。本専攻では原子力及びその安全性をキー・タームと

して，工学の幅広い学問分野の粋を結集し，原子力の平和利用，安全性を第一とした材料・

情報・制御・電力需給・電源地域共生システム及び健全なエネルギー環境の構築の各課題

に関する研究を行い，これらの分野で活躍する人間力＝豊かな高度専門技術者を育成する。

同時に，原子力技術開発実験施設を設置し，技術的諸問題解決に取り組むと共に，学生が

将来の原子力関係産業を担う高度専門職業人としての技術を修得することを可能にする。
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発表骨子

福井新聞論説委員長　橋詰　武宏

》　原子力に対する不安

》　原子力は本当に地域産業として根付いているか

　　生産地と消費地の埋まらないみぞの解消へ

　　住民に必要な学習と教育
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平尾泰男放射線医学総合研究所顧問
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発表要旨

（財）若狭湾エネルギー研究センター専務理事　町田　　明

　福井県の若狭湾地帯には14基の原子力発電所が立地されている。加圧水型、

沸騰水型、そして高速増殖炉もんじゅが存在し、県の主要産業の1つとなって

いる。若狭湾エネルギー研究センターは、地域型研究機関として、ここに集積

されている原子力並びにエネルギーに関する科学技術を活用し、また新たな時

代の先駆けとして、産業利用に重きを置いた、多目的加速器を用いて医学、工

学、農林水産分野への利用、並びにエネルギーの有効利用、安全科学等に関す

る研究・開発、そして研修・交流事業を行っている。先端的な研究開発はもと

より、特に地域に根ざした事業を主点に、その成果を地域産業に波及させ、産

業の活性化、地域振興に貢献するとともに、これらに関連する人々との様々な

交流の拠点となることを目指している。

　具体的には、原子力の先端応用技術である加速器を用いた粒子線（放射線）

を利用した研究・開発として次のようなものを実施している。

1）陽子線がん治療の臨床研究と医療技術の高度化並びに装置等のハイテク化

　　研究・開発

2）農産物の品種改良

3）材料改質、次世代半導体等の創成、開発、分析研究

4）文化財等の分析を通じた考古学的研究

　また、環境問題関連として、放射線による有害環境ホルモンの低減化、若狭

湾全域の放射能に係る海洋環境モニタリングシステムの調査、研究・開発等を

行っている。
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4月17日（木）

市民からの質問に答える会（15：40－17：00）

於福井市フェニックスプラザ・小ホール

　この「市民からの質問に答える会」では、一般市民の参加者を対象に、敦賀

大会および福井大会を通じ、各セッションで発表された講演や討論の内容につ

いての質問や疑問に答え、さらに知識を深めてもらうととも、今後の原子力開

発利用全般についても、提案など出してもらい、意見を交換する機会とする。
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第36回原産年次大会準備委員会委員名簿

　　議長・講演者・パネリストの紹介



第36回原産年次大会準備委員会委員名簿

（敬称略、50音順）

委員長　　児嶋眞平

委　員　　井上チイ子

　　　　　内山洋司

　　　　　江守幹男

　　　　　角田禮子

　　　　　河瀬一治

　　　　　河原はつ子

　　　　　神田啓治

　　　　　見出伊佐美

　　　　　新木富士雄

　　　　　須藤正克

　　　　　鷲見禎彦

　　　　　谷ロー郎

　　　　　都甲泰正

　　　　　中島篤之助

　　　　　橋詰武宏

　　　　　平山礼子

　　　　　藤　　洋作

　　　　　政野澄子

　　　　　町田　　明

　　　　　三宅正宣

　　　　　森田則夫

福井大学学長

生活情報評論家

筑波大学機能工学系教授

福井県商工会議所連合会会頭

関西消費者連合会会長、主婦連合会大阪支部会長

敦賀市長

福井県連合婦人会会長

エネルギー政策研究所所長、京都大学名誉教授

電気事業連合会副会長

北陸電力（株）社長

福井医科大学学長

日本原子力発電（株）社長

（社）日本電機工業会会長、三菱電機（株）会長

核燃料サイクル開発機構理事長

元中央大学教授

福井新聞論説委員長

敦賀女性エネの会会長

関西電力（株）社長

福井県女性エネの会会長

（財）若狭湾エネルギー研究センター専務理事

福井工業大学学長

日本労働組合総連合会福井県連合会会長

オブザーバー

　　　　　榊原裕二

　　　　　中西　　章

　　　　　安井正也

廣田　　司

広部正紘

内閣府政策統括官付参事官

文部科学省研究開発局原子力課長

経済産業省資源エネルギー庁電力・ガス事業部

原子力政策課企画官

外務省総合外交政策局科学原子力課首席事務宮

福井県県民生活部長

以　上
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〈敦賀大会〉オープニングセッション

｛922年7月14日生まれ

学歴：

1946年9月

職歴：

1947年1月
1970年5月
蓬972年5月

一74年5月
細75年5月
捻77年6月
蓬985年11月

蓬986年6月

紬97年6月
2◎G2年7コ

口京大学経済学部卒

関西醒電株式会社　入社
関西電力株式会社　取締役
同社　常務取締役

同社　専務取締役

同社　取締役副社長

同社　取締役社長

同社　取締役会長

日本原子力産業会議副会長

同社　相談役

同社　顧問

小林庄一郎氏
公職：

簿94年5月　社國法人　関顯経済連合会
　　　　　　相談役

繋幽

西澤　潤一氏

1926年9月12霞生まれ

攣歴＝

1948年3月
19峰8年4月

1960年3月

職歴：

｛953年4月

藤954年5月

置962年12月

蓬968年～

1990年4月～
1990年蓬箋月

1997隼4月～

1997年9月～

東北大学工学部電気工学科卒

東北大学大学院特別研究生

（1953年まで）

工学博士

東北大学助手（電気通信研究飯）

東北大学助教授〈電気通儒研究所）

東北大学教授（電気通信研究所）

（財〉単導体概究振興会半導

体研究所所長

東北大学名誉教授

東北大学総長（1996年11月まで〉

東北自治総合研修センター館長

宮城大学名誉学長

1998年4月～　岩手県立大学長
2000年6月～　（社）日本原子力産業会議会長

2002年5月～　（社旧本工単アカデミー会長

欝罰：

1974年

紛88年

2002年

2002年

公職：

1995年

2002隼

賑本挙士院欝

文化圏童

勲一等瑠宝章

旺E…E繭澤メダル創設決定、

他

類本学士院会員

ユーゴスラビア工学アカデミ

ー外国人会員、他

栗田　幸雄氏

1930年4月6B生まれ

学歴：

蓬953年3月

職歴：

1953年4月

1955年4月

1974年7月

1976年9月

蓬977年6月

蓬987年媚

1991年媚

1994無4月

東京大学法学部卒業

大蔵事務官

自治庁入庁

自治省税務局市町村税課長

自治省税務局固定資産税課長

福井県副知事

福井県知事（現在に至る）

米価審議会委員（1999年6月ま

で）

政府税制調査会委員（2000年7

月まで）
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河瀬　一治氏

蓬951年10月12日生まれ

学歴：

日本大学商学部卒

職歴＝

1983年4月　敦賀市議会議員
喋99喋年4月　　書冨井県言義会言嚢員

1995年4月　敦賀布長

1995年4月　全国原子力発電所所在市町村協

　　　　　　議会会長

1995年4月　関麺原子力懇談会理事

1995年5月　日本原子力産業会議理事

1995年6月　β本原子力文化振興財団理事

簿95年7月　電源開発調整審議会電源立地部

　　　　　　会専門委員（20鎖年1月まで＞

1995隼9月　原子力安全委員会　原子力発電

　　　　　　所等周辺防災対策専門部会

　　　　　　専門委員（200鷹年1月から原子

　　　　　　力施設等防災専門部会）

1999年7月　原子力長期計画策定会議委員

　　　　　　（平成13年1月まで）

20崩年8月　原子力委員会総合企画・評価

　　　　　　部会専門委員

児嶋　翼平氏

謹936年12月29日生まれ

学歴：

1959年3月　京都大学ユニ学部卒

綿69年1月　京都大学工学博士

職歴：

1959年4月　日本カーバイト工業株式会社

蓬986年1月　京都大学教養部教授

1992年10月　同総合人間学部教授

1993年4月　同総合人間学部長

1997年5月　福井大学長（規在に至る）

綿97年7月　福井医科大学参与（2000年3

　　　　　　月31ヨまで）

2000年4月　同運営諮問会議委員（現在に

　　　　　　至る）

2GOO年12月　日本ユネスコ国内委員会委員

　　　　　　（現在に至る〉

蜜罰：

1997年5月
1999窯巨10月

京都大学名誉教授

顯安理工大学（中国）名奮教授
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牛寺男垢苛ラ寅

光輪議

都甲　泰正氏

1928年2月17日　生まれ

学歴：

1952年3月

1956年3月

1964年4月

職歴：

紬56年6月
1962年10月

1968年5月

1988年4月

1988年6月

1993年2月
蓬998年7月

東京大学第一工学部電気工学科

一

周大学大学院工学系研究科電気

工学専攻博士課程修了

東京大学より工学博士取得

日本原子力研究所　入所

東京大学二こ学音区助教授

同大学工学部　教授（⑲88年

3月退官）

同大学名曲教授

原子力安全委員会委員

同委員会　委員長

動力炉・核燃料開発事業団理事長

1998年10月　核燃料サイクル開発機構理事長

　　　　　　現在に至る

藤家　洋一氏

1935年10月17日生まれ

学歴：

｛958年3月

綿63年3月

職歴：

1968年3月

1980無6月

1986年8月

1988年4月

鴛95年4月
｛998年1月

2001奪1月

東京大学理学部物理学科卒

同数物系大学院博士課程終了

大阪大学工学部助教授

名古屋大学プラズマ研究所教授

東京工業大学原子炉工学研究所

教授

同学原子炉工学研究所所長

原子力委員会委員

原子力委員会委員長代理

原子力委員会委員長

現在に璽る

V、ムqゴフ氏

1938年生まれ

学歴：

・モスクワ応用物理大学で動力工学を専攻

・オブニンスク物理動力工学研究所GPPE）

　で理学修i士号取得

・1989年　　岡　研究所理学博士

・綿92年　　岡　研究所教授

職歴：

　1994年～

　197G年

～哩992年

1992年

国際情報アカデミー会員

PPE主任研究員（1989年ま
で）

IPPE科学長官、組織・計画・

研究・開発・先進概究部長

ロシア連邦圏立研究センター

lPP巴所長、【PPE学術評議会

議長、

　　　　　　日シア連邦原子力省科学技術

　　　　　　評議会員（1995年末まで）

1996年1月～　在オーストリア・ウィーン国

　　　　　　際原子力機関嘉務局次長（原

　　　　　　子力局担当）
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A．ローベルジョン沃

学歴：

Ecole　Normale　Superie騒re（国立高等師範学

校）物理科学上級教員資格

Corps　des　MiRes（コールデミンヌ）※

職歴：

1983年

1984年

1988年

1990年

1991年

1995年

1997年

ユジノール社（フランス大手鉄鍋

会社）勤務

フランス原子力庁原子力安全防護

研究所（IPSN）

鉱物審議会副委員長

大統領府顧問（国際経済、貿易担
当）

大統領府留房副長官・G7大統領

個入代表（シェルパ）

ラザールフレール銀行副頭取

アルカテル・テレコム社副社長

1999年～　＝】ジェマ会長・祉長

2001年～　アレバグループ設立経営執行委員

　　　　　会会長

※コールデミンヌ：

　フランスの理科系グランゼコールのトップ

3校を優秀な成纏で卒業した者で構成する。

　国家技師としての最高位であり、国家公務

員として任命される国営企業幹部、理工系高

級官僚などのエリート集囲である。
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鷲見　禎彦氏

1930年11月15罠生まれ

学歴：

1953年3月　京都大学工学部電気工学科卒

職歴：

紬53年4月

鴛57年6月

紬79年6月

1981年6月

1983年6月

1985年6月

1986無6月

1987無6月

関凋電力株式会社入社

同社　工務部長

同社　中央送変電建設事務所長

同社　支配入・北陸支社長

同祉　支配入・福井原子力事務

所長

同社　取締役・福井原子力事務

所長

岡社　取締役・原子力管理部担

任

岡社　取締役・原子力管理部・

原子力建設部担儀

綿88年6月
窪99蓬年6月

⑲93年6月
鷹999年6月

岡社　常務取締役

悶社　専務取締役

岡社　取締役副社長

日本原子力発電株式会社取締

役社長

欧陽　敏盛氏

綿49年1月25日生まれ

攣歴：

1971年　　　溝華大学原子力工学理学士

1977無　　　湾華大学原子カ工学理学修士

1980年　　　米国ウィスコンシンマディソン

　　　　　　大学機械工学修士

1982年　　　米国ウィスコンシンマディソン

　　　　　　大学機械工学搏士

職歴：

蓬973年～窪979年

　　　　　　十能研究所副研究員

窪982年～1986無

　　　　　　溝華大学原子力工学部教授

1985年～1986年

　　　　　　清華大学原予力科学開発センタ

　　　　　　一所長

1986年～　　清華大学工学・システム科学部

　　　　　　教授

1988年～2000年

　　　　　　台湾電力原子力安全委員会委員

1992年～2000車巨

　　　　　　科学協議会原子力技術査察委員

　　　　　　会委員

2003年1　月～

　　　　　　中華核能学会会長

灘議

薦顕　康久氏

蓬953年2月12日生まれ

学歴：

東京大学工学部電気学科卒

職歴：

197δ無4月　通商産業省（資源エネルギー庁

　　　　　　公益事業部技術課）

給77年4月　資源エネルギー庁公益事業部原

　　　　　　子力発電課

1984年6月　資源エネルギー庁公益事業部原

　　　　　　子力発電安全管理課

1987無3月　資源コニネルギー庁長官官房総務

　　　　　　課（技術審査委員）

紬88年7月　工業技術院総務部次世代産業技

　　　　　　術閣発官

紬92年6月　資源エネルギー庁公益事業部ガ

　　　　　　ス裸安課長

1994隼7月

1996年9月

1997無7月

紛99年7月

2001庫4月

2002年7月

海外電力調査会ワシントン嘉務

所長

資源エネルギー庁公益事業部技

術課長

資源コ〔ネルギー庁公益事業部電

力技術諜長

工業技術院総務部概究業務課長
（併）石チ｝究言周整官

独立行政法人産業技術総合研究

所企画本部企画副本部長

経済産業省　原子力安全・保安

院審議官（核燃料サイクル担当）
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プレナリーセッション

鰐
蕩
訴

蟻
三宅　正宣氏

響

蓬931年1月31日生まれ

学歴：

壕954年3月

1956無3月

1963年1月

1994年4月

職歴：

1964年9月

壌966年6月

細72年6月

京都大学理学部化学科　卒業

京都大学大学院理学研究科修士

課程修了　理学修士

工学博士（大阪大学）

大阪大学名嘗教授

文部省在外研究員（函ドィッ・

ユーリッヒ原子力研究所）

（1966年3月まで）

大阪大学工学部助教授

西ドイツ・ユーリツヒ原子力研

究所客員教授

（1973年3月まで〉

1983年4月大阪大学教授（工学部〉

　　　　　　原子力材料学講座担当（紛94年

　　　　　　3月まで）

199轟年4月　福井工業大学教授

1994年9月　福井工業大学副学長

1999年4月　福井工業大学学長翌現在

学会等活動＝

・日本原子力産業会議・北陸原子力懇談会顧

　問

・日本原子力学会正会員

・米国原子力学会正会員

賞罰：

1982年4月 日本原子力学会技術賞　受賞

内山　洋司沃

1949年12月14日生まれ

学歴：

4976隼3月

紬78年3月

1979年6月

198蓬：年3月

東京工業大学工学部金属コニ学科

卒

菓京工業大学大学院理工学研究

科原子核工学専攻修士課程修了

スウェーデン・シャルマース工

科大学大学院物理学科客員研究

員（1980年8月中で）

東京エ業大学大学院理工学研究

科原子核工学専攻博士課程修了

工学博士

職歴＝

組81年4月　（財〉電力中央研究所λ所

　　　　　　経済研究所勤務

1985年9月

綿90年6月

1995年4月

1997年6月

2000年4月

米国電力研究所客員研究員

（1987年3月まで）

（財）電力中央研究所経済研究漸

エネルギーシステム研究室専門

役

東京工業大学科学大学院総合理

工科研究科人間環境システム専

攻客員教授（2000年3月まで）

電力中央研究所原子力政策室次

長（兼務）

筑波大学機能工学系教授（環在

に至る）

学会関係：

・日本エネルギー資源学会理事，編集実行副

　委員長

中神　靖雄氏

1928年12月5日生まれ

学歴：

細61年3月　　東京大学工学部機械工学科

　　　　　　　卒業

職歴：

196蓬年4月

199葉年6月

鷹992年6月

1995無6月

1998年6月

1998年7月

蓬998年喋0月

新三無封工業株式会社入社
三三菱重工業率朱式会社　　高砂製

作所長

同社　取締役、高砂製作所長

同社　常務取締役、原動機事

業本部長

閣社　特別顧問

動力炉・核燃料開発事業団

副理事長

核燃料サイクル開発機構　副

理事長　現在に至る
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W．マグウツド沃

現職：

米国エネルギー省原子力エネルギー科学技術

局　局長

学歴：

カーネギーメqン大学から物理学理学士号・

英語学文学士号を取得

ピッツバーグ大学から美術修士号を取得

　同氏は、米国政府の原子力技術上級高官で

あり、原子力エネルギー科学技術局のすべて

の計画の上級管理者でもある。

　同氏は、長期エネルギー確保の鍵として、

20鐙年までに米国に新規原子力発電所を建設

することを狙いとする、エネルギー省の「原

子力2010」行動計画を指揮している。また同

氏は、2030年までに次世代の改良型原子炉お

よび燃料サイクル技術を開発することに専念

する、原子力先進10力国の国際共同体である

第4世代国際フォーラムと密接に協力して、

「ジェネレーションIV」行動計画を指揮して

いる。

　周氏は、198轟～鱗年にかけて、ワシントン

市エジソン電気協会およびペンシルベ篇ア州

ピッツバーグウェスティングハウス社の2つ

のエネルギー関連機関の技術管理職に就い

た。

J．ブシヤール氏

1939年斜月23瞬生まれ

学歴：

1962年

1964年

職歴：

1964年

1990年
蓬994年

2000年

パリ中央工芸学校卒業

国家技師免状取得

原子炉物理で第3期課程博士号取得

フランス原子力庁（CEA）入庁

フォントネ・オ・ローズ研究所にて

原子炉物理実験に従事

サクレー研究所　原子炉局長

パリ本部　軍事応用局長

同本部　原子力開発局長

公職：

。1991無～蓬994年

　　　　経済協力開癸機構原子力機関

　　　　（OECDIN巳A）の原子力科学委員長

・パリ国立高等鉱業学校教授（原子力工学）

受蜜：

・国家功労童

・レジヨン・ドヌール勲章

1949年11月9日生1まれ

学歴：

紬73年　トムスク工業大学　物理技術学部卒

　　　　技術博士

職歴：

2002年　ロシア連邦原子力省核燃料サイクル

　　　　局長　現在に至る

V．コロトケビッチ氏
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市民の意見交換の夕べ

五十嵐智恵氏

経歴

・壱線放送アナウンサーを経て、平成3年より

　（有）チームつづろに所属

・イベントセレモニーの司会／パーティー・披露

　宴の司会

・ラジオ番組パーソナリティー／レポーター／

　CM・VPナレーター
・企画その他で活躍

・平成10年10月よりフリーとなり、個人オフィス

　Pingle設立

主な司会歴

・ふくい春まつり越前時代行列〈4月〉

　フェニックスまつり〈8月〉（福井宿）

・丸岡町桜まつり〈4月〉

　古城まつり〈10月〉（丸岡町）

・0・TA。1・KO響　（織田町〉

　水仙まつり開会式＆イベント（越前海岸）

・道場六三郎氏わくわく芦原夢料理・トークショー

・わかさ食彩モニターツアー村上信夫先生編・熊

谷喜八先生編

・終戦50周年記念武生市戦没考追悼式／福井市民

体育大会閣会式　等

τV出演歴

・CM橿井興薬剤師会

　「医薬分業ってご存知ですか？ま

・C細福丼県宅建協会

　「県内各地の常設展示場へ！」等

ラジオレギュラー

・FM福井

　「エースをねらえ！」「スポーツナウ」ギデイリ

　ーボートプレス8’s」

番組歴

・FM祷孟井・FM石JU

　「ウィークリーボートプレス8驚s」（9年連続）
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〈福井大会〉開会セッション

罎魯
薪木富士雄沃

窪937年2月2蓬Ei生まれ

学歴：

綿59年3月　金沢大学法文学部法学科卒

職歴：

細59年4月　北陸電力株式会社入社

1988年6月　同社　副支麗人社長室部長（NE

　　　　　　推進担当）

1990年12月　岡社　副支翫人社長室部長（活

　　　　　　性化推進担当）

1991年6月　同社　支配人社長室部長（活性

　　　　　　化推進担当＞

1992年6月　同社　支麹人燃料部長

1993年6月　同社　取締役福井支店長兼立地

　　　　　　環境本部副本部長

1995無6月　岡社　常務取締役

1997年6月　同社　代表取締役副社長

1999年6月 同社　代表取締役社長
現霰に至る
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セッション1

森塵　昭夫氏

1934庫11月餌日生まれ

学歴：

霊958年

1968年

職歴：

1958年～19引年

197｛年～1996年

1988年～1990年

1996年

1996年～2000年

1999年～2000年

1998年～

公職開係：

1958年4月
1964年9月
1970庫6月

棄京大学法学部卒業（法学士）

ハーバード大学ロー・スクール

大学院終了（法学修士　LLM）

東京大学法学部助手

名古屋大学法学部教授

名古屋大学法学部長

名古屋大学名轡教授

上智大学法学部教授

上智大学地球環境研究所所長
財団法人地球環境戦略研究機関理事長

日本法社会学会会員（現在に至る）

日米法学会会員（現在に蓋る〉

日本交通法学会会員（現在に至

1987年11月

霊990年12月

1992年6月

肇993年壌1月

1995年9月

2000年5月
200歪年1月

2002年5月

る）（理薯：⑲70年6月～現在）

環境科学会会員（現在に至る）

（理事、副会長：1987年11月～現在）

名古屡寵消費生活審議会
（現在に至る〉（会長：1992年12月～現在〉

愛知県個入情報保護審議会会長
（現在に至る）

中央環境審議会委員・総合致策

部会長（現在に至る）

産業構造審議会消費経済部会長
（現在に至る）

中央環境審議会会長（現在に至る）

原子力委員（現在に至る〉

内閣法制局参与（現在に至る）

賞罰＝

・環境保全功労者賞（1995年度　環境庁）

・グ自一バル500賞（1996年　UNεP国連環境言十

　画）

・エリザベスハーブ賞（2001年）、他

甘利 明氏

肇949年8月27日生まれ

学歴：

紬72年3月

職歴：

細72年4月

1986年9月

1988年6月

　　　8月
199蓬年11月

1995年9月
1996年11月

1997年9月

1998年7月
1999年10月

2000年7月

慶応義塾大学法学部政治学科卒

ソニー株式会社　入社

自国民生党圏会対策委員会　副

委員長

通商産業政務次官（宇野内閣）

通商産業政務次官（海部内閣）

衆議院議院運営委員会　理事

衆議院商工委員会　委員長

自由民主党政務調査会　副会長

自由民主党副幹事長

労働大臣

自由現主党副幹事長

自由民主図画務委員長

2001年5月　自由民主党筆頭副幹事長

現在の主な役職：

〈国　会〉

・衆議院国家基本政策委員会　認否

〈自民党〉

・筆頭副幹事長

・中小企業調査会　会長

・石油資源・エネルギー調査会　エネルギー

　総合政策小委員会　委員長

・経済産業部会知的財産政策小委員会委
　員長　など

くその他〉

・知的舞オ産制度に関する議員連盟　会長

・日本・アゼルバイジャン友好議員連盟会

　長

・経済活牲化税制議員連盟　幹事長　など

艦

霧　　欝’

護謬、

疑欝欝驚

繍

藤

撫
洋作氏

1937年9月14日生まれ

学歴：

1960年3月

職歴：

1960無4月

1984年3月

1985年6月

1987年6月

1988年6月

1990年6月

1993年6月

1997年6月

京都大学工学部電気工学科卒

関西電力株式会社　入社

岡社　TQC推進事務局次長

岡社　TQC推進事務局長

岡社　企画部長兼TQC推進嘉
務局長

七曲　支配人（晶質監査部・燃

料部撞任）

同社　支配人（企画部・品質監

査部・TQC推進事務局担任）

悶社　取締役（お客さま本部副
本部長〉

同社　専務取締役

1999年6月　同社　代表取締役副杖長

20鎖年6月　同社　代表取締役社長

主な公職：

200蓬年5月

200一年5月

2002年9月

関西経済連合会　常任理事

関西経済連合会　常任幹事

電気事業連合会　会長

略一10



・曳

馬　鴻　琳氏

19鳶3年12月16巳生まれ

学歴：

1970年 ハルビン工科大学卒

職歴：

鶏70年～1979年4月

　　　　中国国家原子能研究所技師

蓬979年4月～1998年6月

　　　　原子力産業省　人事部次長／労働給

　　　　与局長／原料供給局長／保障措置局

　　　　長

　（注＞1987年　原子力産業雀は、中国核工業

　集団公司として再編

1998年6月～2002年7月
　　　　中国国家原子能機構（CAEA）行政

　　　　局長

2002年7月～現；在

　　　　CAEA秘書長

井上チイ子氏

現職：

。生渥§情報言平蓉禽家

・（社〉女牲職能集団WAR戸理事長

gLEENε丁理事長（20Gで年ア月～）

・鑓PO法人くらし・環境・エネルギーネット

・女性の就業教育・生涯教育研究舎ウイズダ

　ム主宰

職歴：

・高等学校生物学教諭

・サンケイ教育新聞編集委員

・千里山生活協同組合理事、商品開発委員

　長、他

公職：

・大阪放送局審議会委員

・川西布女狂閤題懇談会座長

・川西市男女共同参画センターチーフアドバ

イザー

・醐宮宿女性問題懇談会委員（副座長）

・内閣府市民参翻懇談会委員

・（財）社会経済生産性本部「フォーラムエ

ネルギー」を考える会委員（ETT）

・原子力委員会市罠参加懇談会企画メンバ

ー、他

賞罰：

・国際ソロプチミスト宝塚蜜（女性の地位向

　上）

・宝塚市布政四十周無市民功労欝（女性の地

　位向上）
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年餐会

肉折　哲雄氏

蓬9鎖年5月胴日生まれ

学歴：

⑲54年3月
1959年3月

職歴：

1982無1月
1988年10月

1994年10月

紬97年4月

蓬997年4月

蓬997年4月
｛99ア案巨12月

20GO年4月
200窪年5月

東北大学文学部卒

東北大学大学院文学研究科博士

課程修了

国立歴史罠俗博物館教授

国際罠本文化研究センター教授

国立歴史民俗博物館名誉教授

国際日本文化概究センター名奮

教授

総合研究大学院大学名誉教授

白鳳女子短期大学設置準備室長

白鳳女子短期大学学長

京都造形芸衛大学大学院長

国際目本文化研究センター所長

現在に盃る

著書：

2001無

2001年

2001年
2002年

謬近代目本人の美意識壽岩波書店

露鎮守の森は泣いている翌PHP概

究所

睡欲の精神史毒小学館
『悲しみの精神史遭PHP研究所

他
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セッシ…ヨン2

近藤　駿介氏

1942年7月26日生まれ
学歴：

1965年3月　東京大学工学部原子力工学科卒

　　　　　　業

1970年3月半東京大学大学院工学系研究科博
　　　　　　士課程（原子力工学専攻〉修了

　　　　　　工学博士
職歴：

｛970年4月

蓬971庫4月

1984年4月

1988年8月

1995年4月

細思大学工学部講師（原子カ工
学科）

同　工学部助教授（原子力工学
科）

同　工学部教授（付属原子力工
学研究施設）

同　工学部教授（システム墨子

工学科　旧原子力工学科）

東京大学大学院工学系研究科教

授（システム量子工学専攻）

⑲99年4月　東京大学原子力概究総合センタ
　　　　　　一長（併任　1993年3月まで〉

　　　　　　現在に至る
著書＝

1999年ア月　「入はなぜ失敗するのか」監訳

　　　　　　（ミオシン出版）

1998年12月　「原子力発電所で働く人々」編

　　　　　　著（ERC出版＞
1994年幻月　「私はなぜ原子力を選択するの

　　　　　　か」監訳（ERC出版〉他
公職：

・原子力委員会参与

・原子力安全委員会：專門委員

・経済産業省総合資源エネルギー調査会委員

　他

学会・協会：

・（社〉火力原子力発電技術協会（副会長）

・（社）電気単会

・（社）日本億頼性学会　他

佐々木宜彦氏

1944年9月18ヨ生まれ

学歴：

⑲68年3月

紬70年3月

職歴：

1970年4月

1984年6月

1990年6月

1992年6月
1993年蓬月

1997無6月

1998年6月

京都大学工学部卒業

京都大学大学院（修）工学研究

科修了

通商産業省入省

工業技術院総務音区技ξホ〒言周査課長

資源エネルギー庁公益事業部発

電管長

工業技術院総務部技術振興課長

資源エネルギー庁公益事業部技

術課長

東北通商産業局長

資源エネルギー庁長官官房審議
官

紬99無9月

2001年1月

大臣官房技術総括審議宮

原子力安全・保安院院長

現在に至る

N。デイアス氏

現職：

・米国原子力規制委員会（NRC）の委員

　政策策定と規則の作成等を担当

・原子力発電所等原子力施設の建設、運転お

　よび更新許認可、廃炉搭置の監督等を特別

　任務として担当

・上級原子炉運転者

・米国原子力学会、機械学会、科学推進協会

　フェロー

学歴：

・ハバナヴィラノーヴァ大学機械工学学士、

　フロリダ大学原子力工学修士および原子力
　工学Ph．　D

職歴：

・フロリダ大学の原子力工学科学教授

・産業界・大学・国立革新的宇宙原子力研究

所qNSPD所長
・フ日リダ・ニュクリア・アソシエーツ社社

長兼童任技術者

発表論文：

・原子炉動力学と安全性、計装と制御、画像

　化、非破壊検査、高度原子炉の観念、宇宙

　原子力と推進力、核燃料に関する関連論文

　70以上
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飛田恵理子氏

学歴：

1970年

職歴：

1970年
蓬971年

1977年～

公職：

1997年～

2000隼～

立教大学法学部卒業

教育委員会社会教育課勤務

全国地域婦人団体連絡協譲会

（全地婦連）勤務（⑲72年まで）

東京都地域婦人団体連盟（菓京

地婦連〉の活動にフリーで復帰、

調査の企画・実施、各種運動挺

当、環在に至る

環本電気技術規格委員会委員

B本ガス機器検査協会製品認証

委員会委員

全国石油協会員外理嘉

食料・農業・農村政策審議会臨

時委員

200壕年～

2002年～

農林水産省政策評価会奪：門部会

委員

司法制度改革推進本部　笥法ア

クセス検討会委員

東京都消費者被害救済委員会委
員

電力安全小委員会　技術基準WG
委員＊　　（＊2G◎3年3月終了〉

など

松村 総氏

1941無5月27日生まれ

学歴：

1965年3月　大阪大学　工学部溶接工学科

　　　　　　卒業

職歴：

1965年4月
窪983年12月

1987年6月

1992黛6月

綿93年6月

1995年6月

1997年6月

200G年6月

関西電力（椥　入社

同社　原子力管理部原子力設

備保安課長

岡社　原子力管理部次長

同社　原子力建設部長

同社　副支配人療子力建設部長

岡社　副変約入大飯発電所長

詞社　支配入原子力・火力本

部副本部長（原子力管理・原子

力建設担当）

同社　支配人原子力事業本部

　　　　　　副事業本部長（原子力発電挺当）

2001年6月　国社　取締役原子力事業本部
　　　　　　副事業本部長（原子力発電担当）

　　　　　　現在に至る
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セッション3

欝
申村　政雄氏

騨

1933年4月1日生まれ

学歴：

嘆955隼

職歴：

1955年

1959年

1983年

九朔工業大学工学部卒

東京都庁勤務

読売新聞社入社

岡三論説委員に就任

現在　科学ジャーナリスト

公職：

・産業技術審議会委員

・研究・技術計画学会参与

・原子力委員会専門委員

・罠本科学技術ジャーナリスト会議理事

主な著轡：

・「気象資源」（講談社〉

・「原子力と環境」（読売新聞社〉、他

麟
響

　　

D
、
麟
響
・拠愚γ

拶
…

Y、ルバルス氏

1941年7月7日生まれ

学歴：

蓬963球 パリ工科大学卒

職歴：

1975年～蓬984年

　　　　　　グルノーブル都宿計画事業部長

1984年～窪985年

　　　　　　農務省技術顧問

1985年控月　フランス国家環境・農業技術

　　　　　　研究局（CεMAGR銭F）局長

　　　　　　（1997年3月まで〉

細97年4月　フランス地質調査所（BRGM）

　　　　　　所長G999年1月まで）

蓬999庫1月～

　　　　　　フランス放射性廃棄物管理庁

　　　　　　（A湿）RA＞会長

欝
欝

外門　一直氏

1932無10月18残生まれ

学歴：

京都大学経済学養畜

職歴：

1956年

1987年

1988年

1995無

1996年

2000無

同年10月

東京電力（株）入社

同社取締役営業部長

岡社常務取締役

同社取締役副祉長

岡社取締役・電気事業連合会副

会長

同社顧問

原子力発電環境整備機構理事長
現；在に至る
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響響『

襲轟　　　　　磯

蝉

藷1卜

T．エイカス氏

学歴＝

1977年　　　フィンランド　トゥルク大学

　　　　　　卒、土木地質学理学修士
職歴：

　フィンランドおよび海外での建設・トンネ

ル掘削・地下水供給プロジェクトにおけるコ

ンサルタントとしてスタート。

給80年　　　TVO電力会社のコンサルタント
　　　　　　として、低・中レベル放射性廃

　　　　　　棄物処分構想開発ならびに処分

　　　　　　場の立地を目的とする研究開発

　　　　　　作業を担当

綿82年　　　使用済み燃料の処分を目的とす

　　　　　　るTVOプ環ジエクトに関与
1982～1991奪＝

　　　　　　OECDIN旺Aのストリッパ・プロ

　　　　　　ジェクトに参加

1986年　　　TVOの地質調査責任者に任命さ

　　　　　　れる

謹989年～2000年

1992年～

｛995年

NEAプ目ジェクトに参加
スウェーデンSKBアスポ・ハ
ード・ロック研究所などの国際

プロジェクトに参加

τVO、オルキルオト原子力発電

所およびロビーサ原子力癸電所

を所有するフォータム社が廃棄

物管理合弁会社のポシバ社設立

時、同社の地質調査部長に任命
される。

2001年1月1日～
　　　　　　群OSIVA社監督取締役

カールシ避ン氏は、1988年3月から1992年
42月までスエーデンのオスカーシャム市長を

勤めた。

同氏の専門は技術関係で、自動率会社に給年

間勤務した。更に15年以上に亘り、種々の学

校で技術分野の教師／校長を務めた。

T．カールション氏

劉
楠

竹内　舜轟轟

1943無4月7日生まれ

学歴：

東京大学法学部卒

職歴：

1966年

1984年
望99G年

1992年

1999年

200G無

2002年

関西電力（株）入社

同社　原子力企画部諜長

同社　原子力企画部副調査役

岡三　原子力企画部調査役

電気事業連照会HLW担当部長
原子力発電環境整備機構理事・業務

部長

原子力発電環境整備機構理事

現在に至る
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A．リーシング氏

現職＝

。バッテンフォール社電力原子力嘉業開発部

　長

・同社リングハルス原子力発電所勤務

・原子力エネルギー・環境スペシャリスト

役職：

・世界原子力協会（WNA）副会長（2002～〉

・スウェーデン原子力学会会長（2002～）

所属組織＝

・WNA
・欧州原子力学会理事会

・WIN

職歴＝

・バッテンフォール社企業環境基準達成状況

　監査担当

・療子力産業界内外のセミナー一・討論会に、

反原子力および環境活動家グループ、マス

メディア、政治家と共に参加

・核燃料サイクル、原子力発電所からの通常

運転中および事故時の放射能放出に関し環

境閤題の多くの専門家グループ相手に教示
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セッション4

神田　啓治氏

蓬938年　生1まれ

学歴：

虐96蓬年

1966年

国際基督教大学教養学部卒

東京工業大学大学院工学研究科原子

核工学専攻博士課程修了。工学博士、

原子炉主任技術者、核燃料取扱主任
者

職歴＝

・京都大学原子炉実験所講師、助教授を経て

　教授（核物質管理学担当）

・京都大学大学院エネルギー科学研究科教授

　（エネルギー政策学擾当）

・エネルギー政策研究所所長、京都大学名轡

　教授、武蔵工業大学教授、電力中央研究所

　研究顧問、原子力委員会専門委員、原子力

　安全委員会専門委員

・国際中性子ラシオクラフィ学会会長、国際

中性子捕捉療法学会会長などを歴任。

蜜翻：

・罠本原子力学会欝、フランス政府国家功労

　勲章（オフィシエ賞）、科学技術庁長官賞

　（核物質管理功労者表彰〉などを受賞

公職：

・福井県総務課長

・福井県労働相談員

・福井県交通事故相談員

・福井県国際交流協議会副会長

・国際交流「はぎの会」会長

・敦賀女性ネソトワーク理事

・ふくい女性財団理嘉

・福井県工ネの会役員

・敦賀市松農松暴二丁霞婦人部長

・敦賀市中小小売商業高度化事業構（丁醗0構

　想〉策定　ワーキングクループ委員
●　敦賀短其月大学言要言義員

・敦賀高等学校周窓会副会長

天野寿美恵沃

薩踊躍

菊池　三郎氏

1941年5月9日生まれ

学歴：

　1965年3月　京都大学工学部原子核工学科

　　　　　　　卒

職歴：

　1965年4月
　1967年10月

1985年4月

細88年8月

1992年7月
1995年12月

綿97年7月
蓬998年10月

原子燃料公社入社

動力炉・核燃料開発事業団引

継

周嘉業団核燃料部計繭課長

間事業國企画部次長

同事業國企画部長

岡事業國高速増殖炉もんじゅ

建設所長

同事業団理事

核燃料サイクル開癸機構理

事、敦賀本部長代理

20鎖年1月　筒機構理事、敦賀本部長代理、

　　　　　　高速増開炉もんじゅ建設所長

　　　　　　現在に至る
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木村　逸郎沃

学歴：

1960年

1973年

職歴：

｛96蓬年

蓬997年

蓬999年

窪999年

2000年

2001年

大阪大学大学院　工学研究科原子核

工学専攻　修士課程修了

京都大学工学博士

京都大学原子炉案験所工学部に勤務

蓬978より教授（1999年まで）

日本原子力学会副会長（1999年まで〉

京都大学名誉教授、

（蛛）原子力安全システム研究莇

技術システム研究所長

日ホ学術会議会員

原子力安全委員会　療子力安全研究

専門部会長

中川　英之氏

学歴：

　1966年

　1968年

1971年

職歴：

　蓬972隼

京都大学理学部物理学科卒

同　大学院理学研究科修士課程

修了

同　大学院理学研究科博士課程

修了　理学博士

1974年

1991無

2003年4月

福井大学工学部電子工学科講

肺

同　助教授

岡　教授

工学部長

学会関係：

　・日本物理学会

　・日本放射光学会

　・電子情報通億学会

橋詰　武宏氏

1942年7月13臼生まれ

学歴：

慶応大学商学部卒業

職歴：

1967年

哩986：年

蓬988年

1992年

1993年

1997年

1998年

福井新聞社入社

武生支社、社会部、整理部、政経部

詞者を経て

東京支社編集部長

本社政経部長

論説委員専任

武生支社長兼論説委員

論説副委員長

論説委員長

現在に盃る
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平尾　泰男民

1930無9月　生まれ

学歴：

1953年3月

職歴：

1955年8月

1961年2月

1967年4月

1987年5月
1993年12月

1997年3月

1999年4月

2000年5月

大阪大学理学部物理学科卒

大阪大学理学部助手

大阪大学理学部助教授

菓京大学原子核研究所教授

放鮒線医学総合研究所研究部長

放射線医学総合研究所所長

放酎線医学総合研究所顧問

医用原子力技術研究振興財団常

務理事

日本分析センター会長

町’田 明氏

蓬929年3月30日　生まれ

学歴：

　1950無3月　明治工業専門学校電気科卒

　　　　　　　（現九州工大）

職歴：

　1950年

　1961年

　198蓬年

　1987年

哩993年

2002年

蓬994年～

住友石炭鉱業株式会社入社

巳本原子力発電株式会社入社

同社　敦賀癸電所長

同祉　取締役、発電本部長副本

部長敦賀地区担任

闘社　顧問

問社　参与

難団法人若狭湾エネルギー研究

センター専務理事

賞罰：

　1998年原子力安全功労賞表彰（科学技術長宮）
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〈市民からの質問に答える会〉

石山　素子氏

職歴：

・1993年　広告代理店に入社。

・福井県内外のイベントや式典などでMCと

　して活躍。

・同晴に企画、営業などの裏方も経験。

・1994年からは、τV広報番緯にてレポータ

　一を努める。

・1998年に同社を退社し、現在はフリーとし

　て活躍中。

過去の主な実績：

・福井県広報番組「ピックス福井」レポータ

・大野宙広報番組「こんにちは大野」レポー

　ター

・歌謡ショー等各種イベント及び記念式典等

　各種セレモニーの司会

・各種τV番組、ラジオ番組等のレポーター

・企業プ日モーションビデオ等のタレントナ

　レーンヨン

・ラジオCM、テレビCM等のナレーター
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環境と調和し資源を大切にする、

窟士電機は、わが国で初めての商用原予力発電所

『東海発電所詣の建設に携わって以来、ナショナルプロジェクト

の一端を担って各種原子力分野の開発事業に取り

紐んでまいりました。これからも、地球環境と調和

した21世紀の新しい原子力事業に向け蜜豊かさへの

貢献舘創造への挑戦雌自然との調和』を理念に

斬薪な技術開発に挑み、豊かな社会づくりに貢献してゆきます。

革新テクノロジーに取り組んでいます。

闇闇瑳国画1薩 富士電機 蜜士電機株式会社原子力・放射線事業部〒2⑳一9530神奈川県川崎市凋崎区田辺新霞1番1号TEL．044－329－2182
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原子力轄竃援術の確立に顯甑：：胤ま，

禽社囲轟となつ竃取り組ん羅います。

※写真は、横浜第一工場で製作中の135万kW級

A－BWRの原子炉圧力容器です。

IH置到幽幽論難灘力営業音，
　　　　　　〒100－8182東京都千代田区大手町2－2－1（新大手町ビル）
　　　　　　電言舌（03）3244－5301

　　　　　　エネルギー・プラント事業本部　エネルギーシステム事業部／横浜第一ユ＝場

　　　　　　干235－8501神奈川県横浜市磯子区新中原町1　電話（045）759－2111
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街で、家庭で、オフィスで　　。

三菱電機は、地球に優しいシステムで電力供給を支えています’。

私たちの暮15しにかかせない電力。藻箋躍機では、お客さまの多彩なニーズにお癒えするため、

21憶紀のエネルギーソリューシ筆ンをご提案します。
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第36回原産年次大会

地球46億年の恵みを
確：かな技術で

　原子四一ネルギーとして
　　世のφに送り出してωまする
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人間と地球

鋼崎重工の技術が考え績けるテーマで吼

川崎重工は、陸・海・空に多彩な製品を送り

出す「技術の企業」として、また騒《awasakl

ブランドでグローバルに事業を展開するエクセ

レントカンパニーとして、豊かな経営資源を

保有しています。

原子力分野においても、これらの総合技術を

生かして放射性廃棄物の減容処理システムの

実用化に取組んでいます。

《放射性雑固体廃棄物溶融炉

　実規模試験装置

　（Al方式高周波誘導溶融炉）

1《廃棄物の処理状況
　　（加熱時および溶融時の炉内状況）

團脚薗重工
〒105－6116東京都港区浜松町2丁目4番1号（世界貿易センタービル）

　　　　　　　　Tel　O3－3435－2331
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⑭競難呈葉穂難
本社／〒980－0804仙台市青葉区大町＝丁自｛5番29霧TEiLO22－261－5431㈹FAXO22－268－9938

●支　社／八戸、能嵐秋田、酒田、女川、新他台，東新潟、新潟、新地、原町　　㊤技術開発研究センター

④事業所／棄遜、六ク・所，諸森盛岡、仙台火力、f山台、山形、佐渡、日本海工ル・エヌ・ジー、福鵬、会津、いわき．勿来．上越

●営業所／東京　●工場／機械、車輔　●出張所／澄川、上の岱、飛臨．巻、葛根田，柳津西山　●駐荏員謬務所／ハノイ
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●取薔炉心設計

●燃料設針性能許価　　・

●安定性解析

●燃料熱機械設計解析

●炉心監視システム

野

㌧蜜〆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　虻　　ドン〉　／

　　　　　　失　　　　　疹〆／〆認w
　　　　　　　　　　　　　　　る　　〆　凹

BWR原子力発電の安全運転、効率化に貢献するさまざまなエンシニアリンクサーヒスを提供します。

　TEPSY＄炉心管理システム部は、東京電力の原子炉（BWR）

の炉心管理を目的に東電ソフトウェア株式会社（TSD炉心管

理システム部として1986年にスタートしました。1988年の

福島第一原子力発電所1号機の受難から、順調に喧擾を重ね、

現在は12基を担当しています。これは、実に国内のBWRの

約4割に相当しています。

　2001年沿月にTEPSYS炉心管理システム部として新た

なスタート；をきり、炉心管理業務を充実させるとともに、関蓬技

術にも力を入れ、●炉心監視システムの開発導入●炉心安定

1生解析●プラント執流動解析●確率論的安全評価●プラント

システムの設備診断●構造設計解析等の技術サーヒスを提供

しています。

囲…

注u＠ 2000年10月「炉心蟹理業務」にあいてLRQA（英屡ロイト社）かb

lSO9001の認証を受けました。今後東電クループたけてなく幅広

い分野て原子力＝Lノノニアリノクに糞醸してまいります。
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プラント用大型水中清掃ロボット

　　ほカテおカ　きヨコ

　　　　　　　　　　　　　盛99PM優秀製品賞
　　　　　　　　　　　　　翫〉開箋霞く驚
屡．汚濁拡散を伴わずに漫漂可能

2．簡単かつ安価な漫濠

3．プラントや装置を停止せず、ヘドロを回収

4．環境に優しい「汚濁水処理装置」も完備

5．軟泥・硬論・貝など多様な回収機構

プラント稼働中管の

　　○配水池・沈澱槽清掃

　　○海水流路の除貝清掃
　　○浄水場の清掃
　　○浄水槽底部清掃
用途に応じた最適の日ポットで水中清掃作業をお請けします、

♂璽
鷲¢・
　　駕
蓄鳥目・浄水鼻差・小型水中溝掃ロボットマルチくん

。　●　●　o　．　o　●　●　・　●　O　O　o　●　●　●　●　●　●　●　●　●　　●　o　●　●　●　o　o　●　●　●　●　●　O　o　●　●　●　o　●　●　●　●　●　●　●　●　●　　●　■　●　●　●　●　●　●　■　●　●　■　●　●　●　　●　●　o

1⑧関電興業株式会社 〒531・8502大阪市北区本庄榮2丁圏9番18号
TEL；06－6359－7420　FAX：06－63597566
URし：hUp〃www．kanden－kogyo．co．ip
E－mail：muro－a＠kanden－kogyo．cojp

ISO　9001認証

一働蒸熱翔識得
羅、燃．藷鵜野饗葺築）

　　　　　　　事業内容
嚇子着発覇のメンテナン舗設琿

●変電所の建設工事●土木・建築工事の施工

●保険募集に関する業務

安全・品質・コスト
お客さまの満足がモ・ン十一です

　　　　　東電工業株式会社毛細驚鵡響蕊魏諭ll
　　　　　取締役社長　田　村　　尊　信　　http：／／www．todenkogyo．co．lp／
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どこまでも

クオリティオリエンティッド

「クオリティ」が含い言葉です
なによりも「クオリティ」へのこだわりが私たちの原動力。

　どこまでもクオリティオリエンティッドのQ’dです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キュード

株式会社東京工ネシス
TOKY◎ENERGY＆SYS正麟S　INC、

〒105－OOO4榮京都港区新橋6－9－7
僧03－3434－0151　（イ℃　　表）

矧03－4253－8981　（TTNet）

http：／／www，qteS．CO，jp／

エネルギーとシステムのためのデザインとコンストラクション

原子力・火力・水力発電所・変電所および諸設備の電気・機械設備、情報・通鱈システム、エレクトロニクス設備、

建物付帯諸設備・自家用発電設備・土木・建築　前記に係る建設、補修、検査診断、エンジニアじングサービス

当社は全社大でlSO9001の認証を取得しております。

Φ
第
闘
原
産
年
次
大
会
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僕は1990年に五、羊建設の凝ミュニケーノヨノ

キャラクターとして誕生して以未、数多くの建設

現場て皆様にお会いすることかてきました

これかりも自漫の大きな出て皆様の生山を

見つめ、長い耳て多くのこ童見をお聞きし、

皆様の笑顔のお役にたちたいとおもいます

これかりもよろしく、“ミスターヘンタ”てす

豊かな環境を創造する

㊨㊤

㎜猛Pξ閥「聡

｛謳
●

本社東京都文京区後呉2－2－8〒II2－8576貿（e3）3816－7Rl

支榔蘂宣支御札操闇闇北蓬3黄＃名醒天訟自匡凸凹牽牌

き震tp”wΨハ酎pen婁a　Gcean　cOiP

吻
ケ
吻
ウ
豪
豪

　
　
　
　
窪
窪
角
》

て
翫

産
郵

巾
会
工
社
営業品目
火力・原子力発電プラント

石油・化掌・製鉄プラント

各種産業機械、環境対策機器

　上記設備の設計、建設、

　電気・計装工事及ひメンテナンス

◎日本建設工業株式会社　　　　　　　　　http・〃ww“・曲蜘・C・」P

本社⑰104－0052東京都中央区月島四可目12番5写TEL　O3（3532）7151㈹
神戸支社⑩652－0865兵庫県神アマ【b兵庫区小松通！Lrl．i1番16号（菱興ヒル内）TELO78（681）6926σ心
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上水のいらない水冷媒ターボ冷凍機です。
従来の冷凍機の役割を越え、造水機能を持っており、冷水塔補給水

の節水に大きく寄与します。水冷媒夕一ホ冷凍機を利用した世界初

の氷蓄熱システムか弊社つくは総合研究所内に稼動中。

地球環境対応
水冷媒夕一ホ冷凍機は、地球温

暖化係数セロ、オソン破壊係数

セロの水冷媒を使用している

ノンフ日ンの冷凍機てす。

高効率運転

効率雨ても他の追随を許

ざない、氷蓄熱でのシス

テムCOP35以上を目指
します。

　A
＜

イ

圏

高密慶蓄熱

糞空て直接製氷した粒の

小さな氷は、搬送性、解

氷性に優れ、IPFの高い

纏縫熱を実現します。

●

●

ターボ圧“霞寂

畿贈

蒸発部
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　　　　　　　　　　水蔦；濃槽
水畠媒ターボ冷謹機による水雷熱ソスデム

“環境の順調”にふさわしい技術を提供する

●
●
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胸
の
中
で
響
き
続
け
る
空
気
。

あ、ここにも高砂の空気

大空間
空調技術

コンサートホールをli～る。それでもまだ最後の一匹が胸の中で響いている。そんな美しい音をあな

たの耳に運んだのは、実はホールの中の空気。ここでは空安しも楽器の一部なのです。だからその

関関鰍㌫螺第珊島麟；斤慧澱学工業
提供。高品質な空気をお届けし、あなたの感動をあと押しします。本事i刊。1．832凍京都千f畑区紹繊胎4－2・8

原子力施設の
安全性の向上を
通じて、日本の
エネルギー問題
に取り組む
技術の東熱

東洋熱工業株式会社
本社・東京本店　営業部（エネルギープラント課）
薫104－8324東京都中央区京橋2－5－12容（03）5250－4133FAX．（03）3561－558フ

東海事務所
遊319－1112茨城県那珂郡東海村村松363容（029）282－3856FAX．（029）282－3855
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」》切ら‘ 明日の原子力のために

i刷
　　　　　ら

躍痘

圃機器・設備の除染・解体・撤去

■各種施設の運転・保守

膿原子力・化学・一般機器、装置の

　設計・製作

團放射線計測器の点検・較正

團環境試料の分析・測定

羅各種コンピュータのメインテナンス

■

、

原子力枝術株式会社
1VσCムεAR　7「Eαイ～0乙OGY＆ε～G’～εεR〃VG　Cσ，ムτD．

　本社茨城県那珂郡東海村村松114ト4
　　　　　　TEL　O29－282－9006
　東海事業所　茨城県那珂郡東海村村松4－33

　　　　　　TEL’　029－283－0420

　東京事務所　東京都港区南青山7－8－1

　　　　　　、ノ」、田急南青山ビル9F

　　　　　　，TEL　O3－3498－0241

　六ヶ所事務所　青森県上北郡六ヶ所村大字尾駁字野附6レ7

　　　　　　丁ξ…L　　O1フ5一フ2－4526

　．テクニカルセンター　茨城県ひたちなか市足崎西原1476－19

　　　　　　TEL　O29－270－3631

　　　　　　科学技術庁溶接認可工場

　　　　　　　　　　　　　　2安（凍規）第518号
　　　　　　　　　　　　　　2安（核規）第662号

藝
露
回
原
産
年
次
大
会

　　　TOTAL　CASK　ENGINEERING

WE　CAN　PROVID£EVERYTHING　ON　CASK　T£CHNOLOGY

□RESEン4RCH（島1）E　yEL　O飢ZEN7「

□1）ESZαV（豊！払乙4五yεB

□E4βRIα4ηαV（隻’7E∫㎜G

〔10PεR、4παV（隻醐刀＞TE崩NCE

株式会社オー・シー・エル
本　　　社

大阪事務所

六ケ所事務所

東京都港区霞新橋2丁目11番6号（ニュー涯新橋ビル6階）
〒105－0003　　了εL（03）3502－0126　　FAX（03）3502－0129

大阪市西区西本町1丁目15番8号（本町フェニックスビル6階）

〒550－0005　　TEL（06）6538－97フ8　　FAX（06）6538－9フ79

青森緊上北郡六ヶ所村大字尾駁宇沖付4－74
〒039－3212　　　TEL（0175）71－4910　　　FAX（0175）71－1071
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RANDEC

原子力施設のデコミッショニング（廃止措置）に関する総合技術の確立及び
Rl・研究所等廃棄物の処分地の立地等処理処分事業に関する調査等

●
●
●
●
●

デ＝］ミッショニングに関する試験研究、調査

デコミッショニングに関する技術・情報の提供

デコミッショニングに関する人材の養成

Rl・研究所等廃棄物の処分地の立地等処理処分事業に関する調査

デコミッショニング及びRレ研究所等廃棄物の処理処分事業に関する普及啓発

財団法人原子力研究バックエンド推進センター
RAD｝OACTlV6　WAS丁ε　MANAGEMENT　AND　NUCLEAR　FAClLl丁Y　DECOMMISSlONlNG　TECHNOLOGY　CεNTER
　　　　　　　　ホームページ＝アドレス　　ht士P：／／www．　randec．　or．　j　p／

◇　廃棄物事業本部

　干105－0001東京都港区虎ノ門1－7－6升本㌦3階TELO3－3591－3G91　FAXO3－3591－3177

◆　デコミッショニング技術本部

　〒319一川雀茨城県那珂郡東海村舟石川82HOO東海外材㌦TELO29－283－3010　FAXO29－287－OG22
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京
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二帝田
一二神
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九ル1
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研

　　　究

稔所

『アトムズ・イン・ジャパン（AIJ）』は、日本原子力産

業会議が編集・出版する英文月刊誌。産業界から政・

官の動きまで原子力関係のニュースを網羅し、他の経

済・産業ニュースも包括。他国の原子力関係の動きを

日本の立場から眺めた論説等も掲載し、国内外から高く

評価されている。

2002年版のrAij』はCD－ROM版もございます。御注文
の際は下記にご連絡下さい。

藤社団法人日本原子力産業会言義

　　　情報・調査本部第1グループ
　　　東京都港区芝大門1－2－13　第一丁子家ビル1F

　　　Tel：03－5777－0754（直通）Fax：03－5777－0758
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【主な業務内容】

◎各種イヘント用映像・畜響システムプラン・総記レンタル

◎映像及ひ音響システムのオペレーション業務

◎各種イヘント映像の企画・構成・演出

◎映像・膏響システム商品の販i慈・施工

◎映像・奮響ソフトの企画・制作

◎ヒテオプリント業務・テロップ制作・ヒテオ編集スタシオ業務

◎国際会議・シンポシウム・学会等の演出

葵
蕾
回
原
産
年
次
大
会

区Z］株式会社インターナショナルクリエイティブ

本社　東京都港区芝1一5一紛lCビル　TELO3－5443－7181（代）FAXO3－5443－719】

大阪営業所／札幌密業所／東京技術開発センター／福岡営業所／四番町オフィス　　　　　　※お問合せ先　本社齋藤
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⑭目立プラント
〒101G腿ア東亨都千代田区内神田1114（日立鎌禽橋別館）君G332928111（番号案内＞

O札幌（011）ア3713300仙台（022）26332610申寧（03）528101210横戸（045）4511551
④名古屋（052）2619331⑧大　販（06＞62661931⑤広　島（G82＞2492460⑳福　岡（092）2627600

日立フラ／トの会社縷縷はイノターマノトてアクセスてきます。

　　　　　　　　http〃www　hltach【plan匙hbl　ne　jp
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原子力平和利用の発展をめざして

■主な活動

　●原子力開発政策の推進　　　　　　　●国際協力

　●調査研究と情報提供　　　　　　　　●技術者の養成

　●原産年次大会／日本アイソトープ・放射線総合会議iの開催

　●海外調査団・視察団の編成派遣

■地方組織

　関西原子力懇談会、中部原子力懇談会、東北原子力懇談会、

　北陸原子力懇談会、茨城原子力協議会

■研究会・セミナー

　原子動力研究会、放射線利用研究会、ワークショップ、

　放射線取扱主任者講習会、原子力関係者マネージメントセミナー、

　原子力発電所品質保証講習会、原産セミナー

■定期刊行物

　原子力産業新聞、原産マンスリー、ニュークレオニクス・ウィーク日本語版

　アトムズ・イン・ジャパン、原子力年鑑、原子力ポケットブック、

　原子力人名録、世界の原子力発電開発の動向、他

闘〃『
歎日本原子力産業会議
JAPAN　ATOMC　INDUSTRIAL　FOF～UM

　〒105－8605東京都港区芝大門1丁目2番13号
　　　　　　　　　　　　　　第一丁子家ビル

総　務　本　部（5階）TEL　O3（5777）0750　FAX　O3（5777）0760

政策企画本部（5階）TEL　O3（5777）0751　FAX　O3（5777）0760
霧†　画　ま隻　進　本　音区　（5階）　TEL　o3（5777）0752　　FAX　o3（5777）6760

アジア協カセンター（7階）　TεLO3（5777）0753　FAXO3（5777）0757

情報　・　調査本音紹　（歪階）　TεLO3（5777）0754　　FAXO3（5777）07｛58

漂産新聞編集室（霊階）TεLO3（5777）0755　FAXO3（5777）0758

原産ライブラリー（霊階）TεLO3（5777）0756　FAXO3（5777）0759
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安定したエネルギーを確保するために

　　日立の技術が貢献します。

　ほ　を　ればボぶがわかる

立原子力発電設備日

＠株式会社日立製作所

お問い合わせば＝電力・電磯グループ　原子力事業部　予lO了一801G東京都千代霞区神田駿河台四丁目6番地

電話／（03）3258－1m（大代）または最寄りの支教へ　北溝道（Om26】一313レ菓珪ヒ（G22）223012レ琴§桑（03）3212．m1．

横浜（045）451－5000・北陸（076）433－8511・申部（052）243－3m・関酋（06）6616－m1・中匿（082）541．4m．

四覆（087）831－2111’九州（092）852幽m1　　隣B立原子カホームペ『ジht重P＝〃www・hiねchi．c両PIDiv／power1



元気拶《：勘
　　　　　漁る兜蒜も

東芝の技術者一人置とりのおもいは安心して悪らせる環境と本当に

豊かな社会。私たちは21世紀の社会を支える安定した電力源原子力

の開発に全力で取り組んでいます。

東芝の原子力撃繋部は人間鰺麺を墓本として限りない辣術箪新を進め

より良い地球環墳の震環と社唇の発愚1こ霞慰します。

株式会社東芝電か社会システム社蔚力嘉郷

〒105－80θ1　東京都港区芝浦｝一1－1　　電言舌（03＞3457－3フ05

http＝／1www3．tosiba．cojplpow3r／

糟「OSH旧A

発行　社1ヨ：1法人　日本原子力産業会議
　　　〒105－8605　東京都港区芝大門1－243第一…丁子家ビル　Tel。03－5777－075i

印刷　三美印刷株式会社


